


高齢者が元気になれる「場所」づくり

高齢者が元気になれる「場所」づくり

孤齢者から 幸齢者へ

今
、な
ぜ「
場
所
」が

必
要
な
の
か 

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気
で
生

き
が
い
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
は
、
誰
も
が
抱

く
願
い
で
す
。

　「
超
高
齢
社
会
」
と
い
わ
れ
て
久

し
い
今
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元

気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
地
域
の
活

力
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
身
体
機
能
に
衰
え
を

感
じ
始
め
る
と
外
出
が
お
っ
く
う

に
な
り
、
ど
う
し
て
も
家
の
中
に

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
地
域

内
で
孤
立
し
て
し
ま
う
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
、
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
「
場
所
」
で
す
。

　
地
域
や
近
隣
の
人
と
関
わ
り
を

も
つ
と
〝
ふ
れ
あ
い
〞
が
生
ま
れ
、

安
心
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
身
近
な
地
域
の
中
で
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
で

〝
孤
独
に
過
ご
す
人
〞
を
な
く
し
、

健
康
で
心
豊
か
に
生
活
を
送
れ
る

〝
幸
せ
に
齢
を
重
ね
て
い
く
人
〞
を

増
や
し
て
い
く
仕
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

「
場
所
」の
イ
イ
コ
ト 

　「
場
所
」
に
は
様
々
な
形
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
自
治
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
も
そ
の
一
つ
で
、
サ
ロ
ン

ご
と
に
内
容
も
違
い
ま
す
。

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

ん
だ
り
、
一
緒
に
畑
で
農
作
業
を
し
た
り
、

絵
画
や
手
芸
な
ど
の
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
興
味
を
持
っ
て

参
加
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
様
々
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
カ
ラ
ダ
が
元
気
に

　
屋
外
に
出
か
け
運
動
量
が
増
え
る
こ
と

で
、
身
体
機
能
が
向
上
し
ま
す
。

●
コ
コ
ロ
が
元
気
に

　
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
助
け
合
い
の
中
で
、

自
分
の
存
在
を
認
め
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
生
き
が
い
で
暮
ら
し
が
豊
か
に

　
自
主
的
に
運
営
に
関
わ
っ
た
り
、
参
加
者

が
得
意
な
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
参
加
者

自
身
に
講
師
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
活
躍

の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
毎
日
を
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
̶

　
あ
な
た
の
地
域
で
素
敵
な
「
場
所
」
を
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

事
例
１　

よ
り
あ
い
ど
こ
ろ

  

キ
ッ
チ
ン
・
キ
ス

事
例
２　

転
倒
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ

第
３
連
合
ま
ち
な
か
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル

事
例
３　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

上
山
田
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

長
浜
地
区
第
３
連
合
自
治
会
が
共
同
で
実
施
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
で
、
平
成
23
年
度
に
市
の
転
倒
予
防
教
室
を
受

け
て
以
降
、
自
主
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

体
操
だ
け
で
な
く
、
文
化
講
座
や
防
犯
教
室
、
茶
話
会
、

食
事
会
な
ど
も
行
い
、
誰
も
が
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
楽
し
く
、
気
軽
に
、
無
理
な
く
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
個

人
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
維

持
や
交
流
、
地
域
活
性
化
な
ど
、

活
動
を
通
じ
て
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
食
材
を
使
っ
た
安
心
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
昼

食
や
お
や
つ
作
り
に
取
り
組
む
団
体
で
、
参
加
者
は
食
に

関
心
の
あ
る
人
が
多
く
、
年
齢
や
男
女
を
問
わ
な
い
集
ま

り
で
す
。

　
「
こ
ん
な
食
べ
物
あ
っ
た
ら
な
ぁ
」、「
食
べ
て
健
康
に

な
れ
る
お
弁
当
っ
て
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
ね
」
と
楽
し
み
な

が
ら
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
作
ら
れ
た
「
我
が
家
の
絶
品
蔵
出
し
レ
シ
ピ
集
」
や
、

主
催
の
「
親
と
子
の
料
理
教
室
」、「
男
性
の
料
理
教
室
出

前
講
座
」
な
ど
も
好
評
で
す
。

　

自
慢
の
商
品
は
、
鮒
ず
し
の
飯
を
使
用
し
た
「
い
い
ぼ
ー

ろ
」
や
無
添
加
の
「
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」、「
バ
ナ
ナ
ケ
ー
キ
」、

「
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
」
な
ど
で
、浅
井
三
姉
妹
の
郷（
道
の
駅
）

で
実
際
に
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、

高
齢
者
活
躍
よ
り

あ
い
ど
こ
ろ
事
業

（
次
項
）の
支
援
を

受
け
て
、
高
齢
者

向
け
の
バ
ラ
ン
ス

食
作
り
に
も
挑
戦

す
る
な
ど
意
欲
的

で
す
。

　

小
谷
上
山
田
町
で
は
、
地
域
の
住
民
同
士
の
交
流
の
場

と
し
て
「
サ
ロ
ン
」
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年
々

高
齢
者
が
増
え
、〝
高
齢
者
が
気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る

場
所
を
〞
と
い
う
思
い
か
ら
、
月
１
回
開
催
の
「
上
山
田

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
。
出
前
講
座
や
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な
ど
を
し
て
い
る
ほ
か
、
毎
週
金

曜
日
実
施
の
サ
ロ
ン
「
仲
良
し
会
」
で
は
、
集
ま
っ
た
人

同
士
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

春
は
桜
を
飾
り
、
冬
は
こ
た
つ
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
し
ゃ
べ
り
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ど
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
も
サ
ロ
ン
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
中
心
に
運
営
し
、
会
場
の
鍵
開
け
と
お
茶
の
準
備
な

ど
を
当
番
制
に
す
る
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
顔
は
知
っ
て

い
て
も
話
す
機
会
が
な

か
っ
た
人
と
も
、
道
で
会

う
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
嬉
し
い

効
果
も
。
気
楽
に
み
ん
な

が
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
る

こ
と
で
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
強
く
な
っ
た
と
好
評

で
す
。

民生委員が中心となって企画運
営。２時間ほどの活動を月に３回
程度実施しています。笑いの絶え
ない楽しい会になっているのが魅
力です。

活動は週１日。誰かのために何か作ることは、生
きがいにもなります。
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高齢者が元気になれる「場所」づくり

あ
な
た
の
場
所
づ
く
り
を
応
援

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
介
護
課　

☎
６
５

－

７
７
８
９

●
地
域
介
護
予
防
通
所
活
動
支
援
補
助
金

　

住
民
主
体
の
通
い
の
場
の
活
動
を
実
施
す

る
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

充
実
支
援
補
助
金

︻
対
象
経
費
︼

　

立
ち
上
げ
お
よ
び
活
動
の
充
実
に
必
要

な
備
品
等
に
か
か
る
経
費

︻
補
助
率
等
︼

　

３
分
の
２（
上
限
額
４
万
円
）

※ 

活
動
回
数
や
会
員
数
に
応
じ
て
上
限
額
あ
り
。

運
営
支
援
補
助
金

︻
対
象
経
費
︼

　

通
所
活
動
の
運
営
に
要
す
る
経
費

︻
補
助
率
等
︼

　

必
要
経
費
の
２
分
の
１

※
補
助
上
限
額
あ
り

●
高
齢
者
活
躍
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
事
業

整
備
費
補
助
金

︻
対
象
経
費
︼

　

よ
り
あ
い
ど
こ
ろ（
活
動
の
拠
点
）と
な

る
施
設
の
修
繕
や
工
事
、
車
両
等
活
動
に

必
要
な
備
品
購
入
費
な
ど

　

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

︻
補
助
率
等
︼

　

２
分
の
１（
上
限
額
１
５
０
万
円
）

運
営
補
助
金

︻
対
象
経
費
︼

　

よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
運
営
に
必
要
な
経
費

︻
補
助
率
等
︼

　

１
週
あ
た
り
１
万
円
を
限
度
と
し
て
、

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

●
サ
ロ
ン
支
援
員

　

サ
ロ
ン
の
新
規
立
ち
上
げ
や
継
続
し
た
運

営
に
向
け
て
、
サ
ロ
ン
支
援
員（
長
浜
市
社

協
委
託
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

長
浜
セ
ン
タ
ー　

☎
６
２

－

１
８
０
４

●
転
倒
予
防
教
室

　

運
動
に
必
要
な
部
分（
運
動
器
）の
機
能
の

低
下
予
防
や
、
身
近
な
通
い
の
場
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
主
に
自
治
会
単
位
で

教
室
を
実
施
し
ま
す
。
終
了
後
は
、
地
域
で

自
主
グ
ル
ー
プ
を
運
営
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

私
た
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

● 

サ
ロ
ン
お
よ
び
転
倒
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ

支
援

　

年
１
回
、
サ
ロ
ン
や
転
倒
予
防
自
主
グ

ル
ー
プ
に
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
の
講
師
を

派
遣
し
、
体
力
測
定
や
運
動
指
導
等
を
行
う

な
ど
運
営
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
の
こ
と
な
ら
！ 

サ
ロ
ン
支
援
員

　

身
近
な
地
域
に
住
む
人
同
士
、
近
所

の
顔
な
じ
み
の
人
同
士
の
定
期
的
な
ふ

れ
あ
い
と
交
流
の
場
が
サ
ロ
ン
で
す
。

現
在
長
浜
市
で
は
、
自
治
会
を
中
心
に

２
４
１
の
サ
ロ
ン
が
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
サ
ロ
ン
も
、
誰
も
が
楽
し
め

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん

の
元
気
づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
方
法
や
内
容

等
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

サ
ロ
ン
活
動
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
社
会
で
は
、
地
域
で
と
も
に

何
か
を
共
有
す
る
時
間
や
機
会
が
ま
す
ま

す
減
っ
て
い
ま
す
。
元
気
な
う
ち
は
近
所

の
人
に
頼
ら
な
く
て
も
生
き
て
い
け
る
の

が
現
代
社
会
で
す
。
近
所
の
人
に
醤
油
を

借
り
な
く
て
も
、
隣
の
人
が
何
を
し
て
い

る
か
知
ら
な
く
て
も
、
生
活
に
は
困
ら
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
つ
な
が
り
は
、
困
っ
て
か
ら
急
に
作
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
た
現
代
社
会

で
は
、
人
と
の
豊
か
な
関
係
は
、
意
図
的

に
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
関

係
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
場
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
の
が
、
地
域
で
展
開
さ
れ
て

い
る
様
々
な
居
場
所
や
サ
ロ
ン
で
す
。
最

近
で
は
、
様
々
な
研
究
の
結
果
、
人
と
の

関
係
が
豊
か
な
人
ほ
ど
、
要
介
護
状
態
や

認
知
症
に
な
り
に
く
く
、
健
康
寿
命
も
長

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

年
齢
を
重
ね
て
も
、
自
分
の
「
存
在
」
が

認
め
ら
れ
、「
役
割
」
を
発
揮
で
き
る
場

を
地
域
に
増
や
し
、
明
る
い
「
幸
」
齢
社

会
を
築
き
た
い
も
の
で
す
。

長浜市社会福祉協議会

内
ない

貴
き

　紀
のり

香
か

 さん

同志社大学
社会学部社会福祉学科

永
なが

田
た

　祐
ゆう

 准教授
（ 長浜市支え合いの地域
づくり推進委員会委員）

高
齢
者
の
こ
と
な
ら
ま
ず
は
相
談
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

介
護
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
に
も
、

健
康
や
福
祉
、
医
療
や
生
活
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
様
々

な
相
談
ご
と
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
健
康
・
生
活
・
財
産
・
権
利

を
守
り
ま
す
。

︻
相
談
の
一
例
︼

● 

自
宅
で
転
倒
し
、
家
事
や
入
浴
が

で
き
ず
困
っ
て
い
ま
す
。

● 

近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

物
忘
れ
が
心
配
で
す
。

● 

一
人
暮
ら
し
で
将
来
の
こ
と
が
心

配
で
す
。

● 

介
護
予
防
の
教
室
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

　

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
ま
ず
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

職
員
が
ご
自
宅
へ
訪
問
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地域包括支援センターへの相談内容（平成28年度）
内　　容 件　数

１位 介護のこと 5339件
２位 認知症のこと 848件
３位 介護予防のこと 763件
４位 権利擁護のこと 402件
５位 施設・住まい・お金のこと 357件
６位 医療のこと 342件
その他 1628件

木之本余呉西浅井 地域包括支援センター
（長浜市立湖北病院内）
☎８２－３５７０
【開設曜日・時間】
月・火・木・金・土（年末年始・祝日を除く）
８時30分～17時15分
【担当地区】
木之本・余呉・西浅井

湖北高月 地域包括支援センター
（高月福祉ステーション内）
☎８５－５７０２
【開設曜日・時間】
月～金曜日（年末年始・祝日を除く）
８時30分～17時15分
【担当地区】
湖北・高月

浅井びわ虎姫 地域包括支援センター
（虎姫生きがいセンター内）
☎７３－２６５３
【開設曜日・時間】
月～金曜日（年末年始・祝日を除く）
８時30分～17時15分
【担当地区】
浅井・びわ・虎姫

神照郷里 地域包括支援センター
（長浜北部福祉ステーション内）
☎６５－８２６７
【開設曜日・時間】
月～金曜日（年末年始・祝日を除く）
８時30分～17時15分
【担当地区】
神照・南郷里・北郷里

南長浜 地域包括支援センター
（長浜西部福祉ステーション内）
☎６５－８３５２
【開設曜日・時間】
月～金曜日（年末年始・祝日を除く）
８時45分～17時30分
【担当地区】
長浜・六荘・西黒田・神田
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市職員の人数・給与・勤務条件などをお知らせします
問人事課（☎65－6502）

　職員の給与は、地方公務員法に定める給与決定の原則に基づき、生計費、国およ
び他の地方公共団体の職員の給与や民間事業の従業者の給与などを参考にして定め
ています。給与の基本的な事項は、市議会の議決を経て「長浜市職員の給与に関す
る条例」などで定めています。
　今後も、給与水準の適正化と人件費の抑制に努めていきます。

市民の皆さんにお知らせす
ることで、その公平性と透
明性を高めることを目的と
しています。（市ホームペー
ジでもご覧いただけます）

※市の基準日はH29年４月１日
採用と退職の状況（H28年4月1日～H29年3月31日）

職 種 区 分 採　用　者　数 退　職　者　数
男 女 計 男 女 計

一 般 行 政 職 16 8 24 19 3 22
一般行政職（再任用） 2 1 3 0 1 1
幼 児 教 育 職 1 19 20 1 16 17
幼児教育職（再任用） 0 3 3 0 1 1
そ の 他 教 育 職
（ 県 派 遣 教 員） 8 4 12 7 1 8

土 木 技 術 職 3 0 3 0 0 0
土 木 技 術 職
（一般任期付職員） 0 0 0 1 0 1

建 築 技 術 職 1 0 1 0 0 0
電 気 技 術 職 1 0 1 0 0 0
文 化 財 技 術 職 0 1 1 0 0 0
学 芸 員 0 0 0 1 0 1
保 健 師 0 2 2 0 2 2
医 師 14 4 18 12 4 16
薬 剤 師 1 2 3 1 2 3
理 学 療 法 士 1 0 1 0 0 0
作 業 療 法 士 0 0 0 0 1 1
管 理 栄 養 士 1 1 2 0 0 0
診療放射線技師 0 0 0 1 0 1
臨 床 検 査 技 師 2 2 4 0 1 1
臨 床 工 学 技 士 2 0 2 0 0 0
介 護 士 0 0 0 0 3 3
看 護 師 7 36 43 2 30 32
看護師（再任用） 0 1 1 0 0 0
准 看 護 師 0 0 0 0 1 1
自 動 車 運 転 手 0 0 0 1 0 1
調 理 師 0 0 0 0 2 2
校 務 員 0 0 0 0 1 1

計 60 84 144 46 69 115

一般職員の勤務時間の状況（市役所）
１週間の
勤務時間

１日の
勤務時間 8:30 〜 12:00 12:00 〜 13:00 13:00 〜 17:15

38時間45分 7時間45分 勤務時間 休憩時間
（1 時間） 勤務時間

職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

長浜市
平成29年４月１日

320,174円 43歳０月 292,859円 52歳５月

国
平成28年４月1日

331,816円 43歳６月 287,447円 50歳４月

職員の分限および懲戒処分の状況（平成28年度）

職員の健康管理に関する主要事業の実施状況（平成28年度）

 研修の状況（平成28年度）

公務災害の状況（平成28年度）

公平委員会業務の状況（平成28年度）

（分限） ・心身の故障 休職　24人
（懲戒） ・一般服務関係 停職１人
 　（職務専念義務・職務命令違反等）
 ・道路交通法違反 戒告１人
 ・監督責任 戒告１人

〈主な健康診断等の受診者〉延べ９，３５７人
定期健康診断、特殊健康診断、大腸検診、胃検診、子宮頚がん検診、
乳がん検診、VDT健康診断、B型肝炎予防接種、破傷風予防接種、 電
離放射線検診、インフルエンザワクチン接種、感染症（B型C型肝炎）
検査、特定業務従事者健康診断、エチレンオキシド健康診断、風疹
抗体検査、麻疹抗体検査、ムンプス抗体検査、水痘抗体検査

　職員の専門的な知識・技能のさらなる向上を図るとともに、高い倫
理感や多様な行政環境の変化に的確かつ柔軟に対応できる職員を養
成するため、研修に取り組んでいます。
＜市独自研修＞延べ２，１７６人
新規採用予定者研修、新規採用職員研修、水防技術体験研修、新採職員・
採用2年目職員合同研修、財務会計事務説明会、ハラスメント防止研修、
避難所職員研修、フォロワーシップ研修、ＧＩＳ研修、災害応急高度化
研修、職員力ＵＰゼミナール、メンタルヘルス研修、歴史伝統文化研修、
人権研修、人事評価・被評価者研修、市民協働研修、育児休業復職支援研
修、文書事務研修、女性活躍推進研修、PPP・PFI研修、公会計研修、情報
セキュリティ研修、不当要求対策研修、現場の問題解決型研修
＜派遣研修＞延べ３４５人
滋賀県市町村職員研修センター、滋賀県建設技術センター、日本経営
協会、全国市町村国際文化研修所、滋賀大学「学び直し塾」、その他各種
研修実施専門機関

災害発生件数     23件

・勤務条件に関する措置の要求件数   ０件
・不利益処分に関する不服申立て件数  ０件

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成29年4月1日現在）
区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 242,380円 288,676円 336,294円

高校卒 209,300円 ― 304,600円

経験年数区分に対象職員がいない等で平均値を算出できない場合は省略。

職員手当の状況（平成29年4月1日現在）
区　分 内　　　容 備　考

期末手当
勤勉手当

（支給割合）
６月期
12月期
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.85月分
0.85月分
1.70月分

国の
制度と
同じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

退職手当

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.59月分

応募認定・定年
25.55625月分
34.5825月分
49.59月分
49.59月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～45%加算）

地域手当 給料と扶養手当の合計額
に支給率を乗じたもの

支給率 ３％
国の制度（支給率）※ ３％

※国の制度では、地域ごとに0～20%の範囲で支給率を規定。

特殊
勤務
手当

（平成28年度
普通会計）

職員全体に占める手当支給職員の割合 7.39%

支給対象職員１人当たり平均支給年額 28,642円
手当の種類（手当数） 16

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当 福祉業務従事手当、工事現場監督等従事手当
支給職員数の
多い手当

工事現場監督等従事手当、
市税等事務従事手当

特別職の報酬等の状況（平成29年4月1日現在）
区　分 給料月額等 期末手当

給 料
市　長 900,000 円

（支給割合）
 ６月期　1.225 月分
12 月期　1.375 月分
　計　 　2.60 月分

副市長 750,000 円
教育長 700,000 円

報 酬
議　長 460,000 円
副議長 400,000 円
議　員 370,000 円

一般行政職の級別職員数の状況（平成29年4月1日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計
標準的な
職務内容 主事 主事 主査 主幹 副参事 課長 部長

職員数（人） 36 54 117 181 132 53 30 603
構成比（％） 6.0 9.0 19.4 30.0 21.9 8.8 5.0 100 
長浜市の給与条例に基づく給料表の級区分による再任用職員を除く職員数で
す。標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職名です。

時間外
勤務手当
（平成28年度
普通会計）

平成28年度 支 給 総 額 363,976千円
職員１人当たり支給年額 532千円

平成27年度 支 給 総 額 346,546千円
職員１人当たり支給年額 487千円

管理職手当
部 長 級 74,400 円　～　83,100 円
課 長 級 57,200 円　～　65,400 円
副 参 事 級 49,300 円　～　57,200 円

区　分 内　　容 備考

扶養手当

配偶者
子１人につき
その他の扶養親族1人につき
配偶者のない職員の扶養親族のうち1人目（子）
配偶者のない職員の扶養親族のうち1人目（その他扶養親族）
16歳から22歳までの子についての加算

10,000円
8,000円
6,500円
10,000円
9,000円
5,000円 国の

制度と
同じ

住居手当 借家（最高限度額）　　　　　　　  27,000円

通勤手当

交通機関利用者　55,000円以下の場合、全額   
     　　　　　　を支給
自動車等利用者　通勤距離に応じて2,000円
　　　　　　　　～31,600円支給（２km未満
　　　　　　　　は支給なし）

決算に占める人件費の状況（普通会計）

区　分 住民基本台帳人口
（平成 29年１月１日）

歳出額
A  

人件費
B
人件費率
（B/A）

（参考）
27年度の人件費率

平成 28年度 人
120,123

千円
53,559,894

千円
7,869,899

％
14.7 

％
14.4 

人件費には、市長、副市長、教育長、議員、各種委員などの特別職に支給される報
酬、共済費を含みます。
普通会計とは、市全体の会計から病院や下水道事業会計などを除いたもので、
総務省が定める会計区分です。

職員の初任給の状況（平成29年4月1日現在）

区　分 長浜市 国
初任給 採用 2年後の給料額 初任給 採用 2年後の給料額

一般行政職 上級 184,800 円 196,200 円 一般職　178,200 円 一般職　190,100 円
初級 150,500 円 160,400 円 146,100 円 154,500 円

職員給与費の内訳

区分 職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

H29年度 人
957 

千円
3,431,366

千円
825,162

千円
1,378,825

千円
5,635,353

千円
5,889

給与費は普通会計（一般会計）の当初予算に計上された額（退職手当除く）で、市長、
副市長、教育長、議員、各種委員の報酬などは含みません。

休暇制度等の状況
年次有給休暇 １年につき 20 日
病 気 休 暇 必要期間（90 日以内）

特 別 休 暇

選挙権等行使（必要期間）
裁判員、証人等による出頭（必要期間）
骨髄・末梢血幹細胞提供（必要期間）
ボランティア（5日以内）
結婚（7日以内）
産前（出産日までの8週間以内）
産後（出産日の翌日から8週間）
育児時間（1日2回各30分以内）
妻の出産（3日以内）
妻が出産する場合の子の養育（5日以内）

子の看護（最大 10 日以内）
忌引（1日～ 10 日）
父母追悼行事（1日以内）
夏季（5日以内）
災害・事故（必要期間）
生理（2日以内）
妊娠中通勤緩和（1日､ 1 時間を超えない範囲）
妊娠中等保健指導・健康診査（必要期間）
妊娠障害（7日以内）
短期介護休暇（最大10日以内）

介 護 休 暇 連続する 2週間から、3回を超えず、かつ 6月を超えな
い期間（無給）

組 合 休 暇 １年につき 20 日以内（無給）
育 児 休 業 子が 3歳になる日までの期間（無給）

育児休業の取得状況（平成28年度）

区分
育児休業取得状況  平成 28 年度中に新たに育児休業が取得可能 となった職員の育児休業取得状況

育児休業
取得者

部分休業
取得者

育児短時間
勤務取得者

育児休業
対象者

育児休業
取得者

部分休業
取得者

育児短時間
勤務取得者

男性 1 0 0 48 1 0 0
女性 146 11 1 63 63 0 0
合計 147 11 1 111 64 0 0 

一般職員の年次有給休暇の取得状況（平成28年分）
平均取得日数 8.2 日 消化率 21.0%

職員数の状況（H29年4月1日現在）

定数 現員数
定数除外職員 差 引

定数内
職 員

育児休業
職　　員 派遣 休職者

市長事務部局 690 701 23 1 4 673
議 会 事 務 局 7 6 0 0 0 6
監査委員事務局 4 3 0 0 0 3
教育委員会事務局等 353 330 20 0 0 310
農業委員会事務局 6 6 0 0 0 6
病 院 事 業 900 903 50 0 2 851

計 1,960 1,949 93 1 6 1,849

部門別職員数の増減（各年4月1日現在）

部　門 平成 28年 平成 29年 増減

一
般
行
政
部
門

議 会 5 6 1 
総 務 169 176 7 
税 務 42 43 1 
民 生 271 268 － 3 
衛 生 63 63 0 
労 働 1 1 0 
農 林 水 産 42 41 － 1 
商 工 25 26 1 
土 木 104 101 － 3 
小 計 722 725 3 

特
別
行
政

部
門 教 育 221 224 3 

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院・ 診 療 所 887 903 16 
水 道 2 0 － 2 
下 水 道 27 28 1 
国民健康・介護 72 69 － 3 
小 計 988 1,000 12 

合 計 1,931 1,949 18 

（単位：人） （単位：人）

（単位：人）

（単位：人）
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木
造
住
宅
の
耐
震
化
啓
発

　
　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

問
開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５

－

６
５
４
３
）

「
湖
北
地
域
福
祉
の
職
場
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

不
動
産
合
同
公
売
の
お
知
ら
せ

問
滞
納
整
理
課（
☎
６
５

－

６
５
１
７
）

「
幼
稚
園
」・「
保
育
所
」・「
認
定
こ
ど
も
園
」
入
園
、

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
通
所
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

問
幼
児
課（
☎
６
５

－

８
６
０
７
）　

子
育
て
支
援
課（
☎
６
５

－

６
５
１
４
）

公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税
の

　
　

引
き
落
と
し︵
特
別
徴
収
︶に
つ
い
て

問
税
務
課（
☎
６
５

－

６
５
２
４
）

長
浜
市
総
合
防
災
訓
練
関
連
行
事

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
考
え
よ
う

　

地
震
防
災
の
意
識
を
高
め
る
場
と
し
て
、
木
造

住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
た
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
被
災
者
の
体
験
談
や
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
補
強
方
法
な
ど
起
こ
り

う
る
大
地
震
へ
の
対
策
の
必
要
性
を
身
近
な
問
題

と
し
て
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
に
、
耐
震
改

修
個
別
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。
建
築
の
専
門
家

が
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。

︻
と　

き
︼ 

10
月
15
日（
日
）　

９
時
45
分
〜
12
時

 

（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

︻
と
こ
ろ
︼ 

Ｊ
Ａ
北
び
わ
こ
旧
片
岡
支
店（
余
呉
町
東
野
）

︻
定　

員
︼ 

セ
ミ
ナ
ー　

60
人

 

個
別
相
談
会　

若
干
人

︻
参
加
費
︼ 

無
料　

︻
対　

象
︼ 

ど
な
た
で
も

︻
申
込
み
︼  

セ
ミ
ナ
ー
は
不
要
。
個
別
相
談
会
は
事

前
に
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

開
発
建
築
指
導
課
〈
本
庁
舎
２
階
〉

　

☎
６
５

－
６
５
４
３

　

福
祉
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
人
や
、
就
職
希
望
の

人
を
対
象
に
、
職
場
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
や
参
加
事
業
所
か
ら
、
就
職
に
役
立
つ

情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

︻
と　

き
︼ 

10
月
23
日（
月
）　

13
時
〜
16
時

︻
と
こ
ろ
︼ 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
地
福
寺
町
）

︻
内　

容
︼

○
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー

　

 

福
祉
の
仕
事
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
や
先
輩
職
員
の

体
験
談
、
福
祉
の
資
格
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

○
福
祉
の
事
業
所
説
明
会

　

 

参
加
事
業
所
ご
と
の
ブ
ー
ス
で
仕
事
内
容
に
つ
い

て
の
相
談
や
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

○
福
祉
の
お
し
ご
と
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

 

福
祉
の
仕
事
・
資
格
に
つ
い
て
の
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

○
ふ
く
・
楽
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
先
輩
職
員
と
交
流
で
き
ま
す
。

※ 

長
浜
・
米
原
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
し
ょ

う
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を
開
設
し
て
い

る
21
事
業
所
が
参
加
し
ま
す
。

※ 

申
込
不
要
、
参
加
無
料
、
入
退
場
自
由
、
履
歴
書

不
要
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た
不
動
産
の
公
売
を
、
滋
賀
県
や

他
市
町
と
合
同
で
実
施
し
ま
す
。

︻
と　
　

き
︼ 

10
月
17
日（
火
）　

９
時
30
分
〜
10
時
50
分

︻
入
札
会
場
︼ 

滋
賀
県
湖
東
合
同
庁
舎
内

 

滋
賀
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

３
階
研
修
室（
彦
根
市
元
町
）

︻
参
加
資
格
︼  

国
税
徴
収
法
で
参
加
を
制
限
さ
れ
て
い
る
人
を
除
き
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
売
は
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

︻
受
付
期
間
︼

　

10
月
11
日（
水
）〜
20
日（
金
）

　

 

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

︻
受
付
場
所
︼

○ 

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
短
時
部
）

　

市
立
園　

通
園
区
の
園

　

私
立
園　

希
望
園

○
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園（
長
時
部
）

　

第
１
希
望
園
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

　

 

多
目
的
ル
ー
ム
、
北
部
振
興
局
福

祉
生
活
課

※ 

10
月
14
日（
土
）９
時
〜
17
時
、
10

月
12
日（
木
）、
10
月
19
日（
木
）は

19
時
ま
で
に
市
役
所
本
庁
舎
１
階

多
目
的
ル
ー
ム
で
受
付
。

　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
は
、
年
金
保
険
者
が
住

民
税
を
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
市
に
納
入
す
る
制
度

で
、
新
た
に
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
人

　

４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
、
前
年

中
の
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
人

※ 

今
年
度
か
ら
特
別
徴
収
と
な
る
人
は
、
10
月
支
給
の
年

金
か
ら
引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す
。

※ 

法
令
等
で
定
め
ら
れ
る
一
定
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場

合
に
は
、
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

本
人
の
申
し
出
で
、
特
別
徴
収
を
停
止
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
住
民
税
額

　

公
的
年
金
所
得
に
対
す
る
住
民
税
額

※ 

給
与
所
得
や
事
業
所
得
等
に
か
か
る
住
民
税
額
が
あ
る

場
合
、
給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
、
ま
た
は
納
付
書
、

口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
住
民
税
額
は
、

６
月
中
旬
に
送
付
し
た
「
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知
書
」

で
通
知
し
て
い
ま
す
。

●
引
き
落
と
し
対
象
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
、
ま
た
は
昭
和
60
年
以
前
の
制
度
に
よ

る
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等

※ 

障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
の
年
金
は
対

象
外
。

市立長浜病院職員を募集します（平成30年４月１日採用予定）

長浜市立湖北病院職員を募集します（随時採用）

■試  験  日　随時　■試験会場　長浜市立湖北病院
■申込受付期限　第１回10月31日（火）、第２回11月30日（木）、第３回12月28日（木）※いずれも必着
　※第１回、第２回の試験で合格者があった場合は、以降の試験を行わないことがあります。

　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウンロー

ドすることもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「薬剤師職受験申込書請

求」と朱書きし、返信用封筒（角型２号・120円切手貼付・宛先・郵便番号明記）

を同封して、右記まで送付してください。

職　種 採用予定人員 受　験　資　格

薬剤師 １人

次のいずれにも該当する人
〇昭和57年４月２日以降に生まれた人
〇薬剤師法による薬剤師の免許を有する人（平成30年７月末日までに免許取得見込みの人を含む）
〇市内または近接地に居住できる人

職　種 採用予定人員 受　験　資　格

設備技術職
【電気・機械】
（上級）

２人程度
次のいずれにも該当する人
○昭和52年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
○指定する資格または免許を有する人

■第１次試験日　11月18日（土）　■申込受付期限　10月２日（月）～11月10日（金）　当日消印有効
■試  験  会  場　市立長浜病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウンロードする

こともできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「設備技術職【電気・機械】（上

級）受験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒（角型２号・120円切手貼付・宛先・

郵便番号明記）を同封して、右記まで送付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会
〈市立長浜病院事務局総務課内〉
〒526-8580　大戌亥町313
☎６８－２３２４

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会
〈長浜市立湖北病院事務局管理課内〉
〒529-0493　木之本町黒田1221
☎８２－６１４３

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

 

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

子
育
て
支
援
課
、
北
部

振
興
局
福
祉
生
活
課
お

よ
び
各
支
所

　

※ 

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

へ
申
し
込
む
場
合
は
、

平
日
14
時
〜
18
時

※ 

詳
し
く
は
広
報
な
が
は

ま
９
月
１
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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西
之
表
市
と
の
友
好
都
市
₃₀
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す

問
市
民
活
躍
課（
☎
６
５

－

８
７
１
１
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
行
政
相
談
」問

総
務
課（
☎
６
５

－

６
５
０
３
）

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
森
林
整
備
課（
☎
６
５

－

６
５
２
６
）

避
難
に
備
え
て
「
非
常
持
ち
出
し
品
」
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

問
防
災
危
機
管
理
局（
☎
６
５

－

６
５
５
５
）

　

鉄
砲
が
ご
縁
で
始
ま
っ
た
鹿
児
島
県
西

之
表
市
と
本
市
の
交
流
は
、
昭
和
62
年
10

月
に
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
今
年
で

30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
互
い
の
地
で
開
催

さ
れ
る
祭
で
の
鉄
砲
隊
の
出
演
や
、
観
光
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
相
互
応
援
協
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
両
市
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
30
周
年
を
記
念
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
開
催
日
︼

　

₁₀
月
₁₄
日︵
土
︶

①
記
念
植
樹

　

今
後
も
両
市
が
様
々
な
形
で
交
流
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
植
樹
を
行

い
ま
す
。

︻
時
間
︼
９
時
30
分
〜
10
時

︻
場
所
︼ 

長
浜
城
歴
史
博
物
館
敷
地

内（
公
園
町
）

②
長
浜
火
縄
銃
大
会

　

国
友
と
種
子
島
、
堺
、
彦
根
の
火
縄

銃
鉄
砲
隊
に
よ
る
迫
力
の
あ
る
共
演
が

行
わ
れ
ま
す
。

︻
時
間
︼
10
時
30
分
〜
12
時

︻
場
所
︼ 

長
浜
城
歴
史
博
物
館
前
広
場

（
公
園
町
）

③
記
念
講
演︵
高
校
生
交
流
会
︶

　

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

両
市
の
高
校
生
が
未
来
を
語
り
ま
す
。

︻
時
間
︼
13
時
30
分
〜
15
時

︻
場
所
︼ 

曳
山
博
物
館
伝
承
ス
タ
ジ
オ

（
元
浜
町
）

④
物
産
展

　

安
納
芋
な
ど
、
種
子
島
の
特
産
品
が

販
売
さ
れ
ま
す
。

︻
時
間
︼
11
時
〜
15
時

︻
場
所
︼ 

曳
山
博
物
館
前
広
場（
元
浜
町
）

　

10
月
23
日（
月
）ま
で
、
長
浜
城
歴
史
博

物
館
で
「
西
之
表
市
友
好
都
市
30
周
年
記

念
展
」
を
開
催
中
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
道
、一
級
河
川
、年
金
、健
康
保
険
、生
活
保
護
、

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
戸
籍
、
登
記
、
国
税
な

ど
に
関
す
る
国
の
事
務
で
困
っ
た
と
き
は
、
お
気

軽
に
行
政
相
談
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守
で
す
。

行
政
な
ん
で
も
相
談
所︵
一
日
合
同
行
政
相
談
所
︶

︻
と　

き
︼
10
月
23
日（
月
）　

13
時
〜
16
時

　
　
　
　

 

（
受
付
12
時
30
分
〜
15
時
）

︻
と
こ
ろ
︼
市
役
所
本
庁
舎
１
階
多
目
的
ル
ー
ム

︻
参
加
機
関
︼
大
津
地
方
法
務
局
・
滋
賀
労
働
局
・

長
浜
市（
消
費
生
活
相
談
）・
米
原
市
・
日
本
年
金

機
構
・
滋
賀
県
司
法
書
士
会
・
滋
賀
県
行
政
書
士

会
・
税
理
士
・
行
政
相
談
委
員（
第
６
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
）・
滋
賀
行
政
評
価
事
務
所

︻
行
政
相
談
の
日
程
︼

①
10
月
６
日（
金
）　

９
時
〜
12
時

　

浅
井
支
所（
内
保
町
）

　

池い
け

澤ざ
わ　

修
し
ゅ
う

也や

氏

②
10
月
６
日（
金
）　

13
時
〜
16
時

　

余
呉
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー（
余
呉
町
中
之
郷
）

　

新し
ん

堂ど
う　

正ま
さ

春は
る

氏

　

冬
眠
前
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
が
多

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
山
際
な
ど

生
息
域
の
近
く
で
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○
早
朝
、
夕
方
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
夕
方
〜
夜
間
〜
早

朝
に
か
け
て
活
発
に
活
動
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
間
帯
で
の
散

歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
外
出
は
で
き

る
だ
け
控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

外
出
の
際
に
は
鈴
な
ど
を
携
帯
し
ま

し
ょ
う

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
臆
病
な
動
物
で
、

通
常
は
人
間
を
避
け
て
行
動
し
て
い
ま
す

が
、
不
意
に
遭
遇
す
る
と
攻
撃
し
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
出
や
農
作
業
等
の

時
に
は
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
付
け
、
音
で

人
が
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、

で
き
る
だ
け
複
数
で
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

生
ご
み
や
放
置
果
樹
・
野
菜
を
除
去
し

ま
し
ょ
う

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
餌
を
求
め
て
人
里
に

出
没
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
人
家
付
近

に
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に
も
、
家
庭
ご
み

や
生
ご
み
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
な
ど
し
て

管
理
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収
穫
せ
ず

放
置
さ
れ
て
い
る
柿
な
ど
の
果
樹
や
野
菜

は
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

○
し
っ
か
り
と
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
建
物
に
侵
入
し
な
い

よ
う
、
住
宅
や
事
業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
空

き
家
や
納
屋
、
物
置
な
ど
の
戸
は
閉
め
て

く
だ
さ
い
。
施
錠
が
で
き
れ
ば
よ
り
安
心

で
す
。

○
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
人
里
近
く
で
目
撃
、

ま
た
は
出
没
の
痕
跡
を
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
市
役
所
ま

で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。　

︻
お
伺
い
す
る
主
な
内
容
︼

①
通
報
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

②
目
撃
し
た
場
所
、
時
間
、
状
況

③ 

目
撃
し
た
数
、
大
き
さ
、
移
動
し
た
方

向
、
特
徴
な
ど

・
長
浜
警
察
署

　

☎
６
２

－

０
１
１
０

・
木
之
本
警
察
署

　

☎
８
２

－

３
０
２
１

・
森
林
整
備
課

　

☎
６
５

－

６
５
２
６

・
北
部
振
興
局
農
林
課

　

☎
８
２

－

５
９
０
２

　

ク
マ
出
没
情
報
を

メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
、
い
ざ
避
難
所
へ
避

難
し
て
も
、
避
難
所
に
あ
る
災
害
用
備

蓄
品
は
そ
の
種
類
や
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
持
ち
出
す
「
非
常

持
ち
出
し
品
」、
避
難
が
長
期
化
し
た
と

き
の
た
め
の
「
家
庭
内
備
蓄
品
」
を
事

前
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
す
ぐ
に
持
ち
出
す
も
の
は
最
小
限
に

　

避
難
時
に
す
ぐ
に
必
要
と
な
る
も
の

は
、
避
難
時
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

最
小
限
に
ま
と
め
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

に
詰
め
て
お
く
と
、
避
難
時
に
両
手
が

使
え
る
の
で
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
と
こ
ろ

に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
長
期
化
し
た
と
き
の
た
め
に

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
電

気
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど
が
使
え
な
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
食
料
や
生
活
必
需

品
で
さ
え
手
に
入
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
支
援
物
資
も
す
ぐ
に
届
か
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
食
料
や
飲
料
水
、
生
活
用

品
な
ど
、
自
分
が
避
難
生
活
を
送
る
の

に
必
要
な
も
の
を
ケ
ー
ス
な
ど
に
ま
と

め
て
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
﹁
自
分
専
用
の
も
の
﹂
の
準
備
を

　

メ
ガ
ネ
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
、
老

眼
鏡
、
お
む
つ
、
ほ
乳
び
ん
、
お
薬
な

ど
、
普
段
の
生
活
に
お
け
る
「
自
分
専

用
」
の
必
需
品
は
避
難
所
で
は
手
に
入

り
ま
せ
ん
。

　

自
分
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
困
る
も

の
は
常
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
10
月
10
日（
火
）　

13
時
〜
15
時

　

西
浅
井
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
（
西
浅
井
町
大
浦
）

　

坂さ
か

井い　

冨と
み

子こ

氏

④
10
月
11
日（
水
）　

13
時
〜
15
時

　

高
月
支
所（
高
月
町
渡
岸
寺
）

　

髙た
か

山や
ま　

平へ
い

一い
ち

郎ろ
う

氏

⑤
10
月
17
日（
火
）　

９
時
〜
12
時

　

び
わ
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

（
難
波
町
）

　

中な
か

川が
わ　

博ひ
ろ

子こ

氏

⑥
10
月
19
日（
木
）　

９
時
〜
12
時

　

長
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

（
高
田
町
）

　

小こ

林ば
や
し
　

喜き

八は
ち

郎ろ
う

氏

⑦
10
月
19
日（
木
）　

９
時
〜
12
時

　

木
之
本
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

  

（
木
之
本
町
木
之
本
）

　

谷た
に

口ぐ
ち　

慶け
い

祐ゆ
う

氏

⑧
10
月
25
日（
水
）　

９
時
〜
12
時

　

湖
北
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

  

（
湖
北
町
速
水
）

　

竹た
け

本も
と　

久ひ
さ

隆た
か

氏

⑨
11
月
６
日（
月
）　

９
時
〜
12
時

　

虎
姫
支
所（
宮
部
町
）

　

髙た
か

橋は
し　

和か
ず

雄お

氏

⑩
11
月
７
日（
火
）　

13
時
〜
16
時

　

長
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

（
高
田
町
）

　

三み

浦う
ら　

正ま
さ

司し

氏

飲料水

食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレート等）

貴重品（預金通帳、印鑑、現金、免許証、健康保険証 等）

救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬、お薬手帳 等）

ヘルメット、防災ずきん

軍手

懐中電灯

衣類、下着、毛布、タオル

携帯ラジオ、予備電池、携帯電話の充電器

使い捨てカイロ

ウェットティッシュ、洗面用具

携帯トイレ、おむつ、生理用品

※乳児のいるご家庭は、ミルク・ほ乳びん等も用意しておきましょう。

非常持出品と非常
備蓄品リスト（例）
は市ホームページ
でダウンロードでき
ます。

非常時持ち出し品の内容例（必要なものを人数分用意しましょう）

 

₁₀
月
₁₆
日︵
月
︶～
₂₂
日︵
日
︶は

行
政
相
談
週
間
で
す　



「
つ
く
っ
て
演
じ
よ
う
！
人
形
劇
講
座
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

問
生
涯
学
習
文
化
課（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

　

初
め
て
の
人
か
ら
経
験
者
の
人
ま
で
、
人
形
劇
の
つ
く

り
方
を
プ
ロ
が
一
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
講
座
終
了

後
に
は
「
な
が
は
ま
っ
こ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ 

冬
」
で
発
表

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
人
形
劇
を
一
緒
に
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

︻
と　

き
︼ 

10
月
30
日（
月
）〜
11
月
27
日（
月
）の
各
月
曜
日

　
　
　
　

 

全
５
回　

10
時
〜
12
時

︻
と
こ
ろ
︼
び
わ
文
化
学
習
セ
ン
タ
ー（
難
波
町
）

︻
内　

容
︼ 

人
形
劇
に
つ
い
て
の
概
論
、
人
形
劇
美
術
、
題

材
選
び
、
脚
本
作
り
、
人
形
制
作
、
演
技
指
導

︻
講　

師
︼
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊く
ま

田だ　

武た
け

司し　

氏

　
　
　
　

 

工
房
太
郎　
　
　
　

 

吉よ
し

田だ　

太た

郎ろ
う　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守も
り

津つ　

綾あ
や　
　

氏

　
　
　
　

 

人
形
劇
団
ぽ
け
っ
と　

三み

浦う
ら　

み
ゆ
き
氏

︻
定　

員
︼
20
人（
先
着
順
）

︻
条　

件
︼ 

12
月
16
日（
土
）の
発
表
公
演
に
出
演
で
き
る
人

︻
受
講
料
︼
２
，
０
０
０
円　

※
材
料
費
が
別
途
必
要

︻
申
込
み
︼ 

10
月
20
日（
金
）ま
で
に
①
氏
名
②
住
所
③
年
齢

④
電
話
番
号
⑤
人
形
劇
や
読
み
聞
か
せ
等
の
経

験
の
有
無（
グ
ル
ー
プ
分
け
に
活
用
し
ま
す
）を

電
話
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
文
化
課
〈
本
庁
舎
３
階
〉

　

☎
６
５

－

６
５
５
２　

６
５

－

６
５
７
１

　

*syo
u
b
u
n
@
city.n

agah
am
a.lg.jp
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自
伐
型
林
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

問
森
林
整
備
課（
☎
６
５

－

６
５
２
６
）

山
を
活
か
す
！
山
を
守
る
！

　

山
に
暮
ら
す
交
流
会
２
０
１
７

問
森
林
整
備
課（
☎
６
５

－

６
５
２
６
）

長
浜
市
じ
ん
け
ん
連
続
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す

問
人
権
施
策
推
進
課（
☎
６
５

－

６
５
６
０
）

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
な
が
は
ま

２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
す

影
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

問
生
涯
学
習
文
化
課（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

　

山
の
整
備
や
薪
利
用
な
ど
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
取
り
扱

う
人
を
対
象
に
、
安
全
な
林
業
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

て
、
自
伐
型
林
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

︻
内
容
と
開
催
日
時
︼

①
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
研
修
会（
教
科
と
実
技
）

　

10
月
７
日（
土
）、
８
日（
日
）　

８
時
30
分
〜
17
時

※
２
日
間
の
受
講
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

②
針
葉
樹
伐
倒
お
よ
び
搬
出
研
修
会

　

10
月
28
日（
土
）、
29
日（
日
）　

９
時
〜
16
時

③
作
業
道
づ
く
り
研
修
会

　

11
月
11
日（
土
）、
12
日（
日
）　

９
時
〜
16
時

※
２
日
目
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
操
作
で
き
る
人
が
対
象
。

④
広
葉
樹
伐
倒
研
修
会

　

11
月
25
日（
土
）、
26
日（
日
）　

９
時
〜
16
時

⑤
林
業
経
営
相
談
等（
随
時
）

　

 

山
の
整
備
の
仕
方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
詳
細
は

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
対
象
・
条
件
︼

 　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
森
林
整
備
や
林
業
に
関
心

の
あ
る
人
。
初
心
者
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

︻
定　

員
︼
15
人
程
度（
先
着
順
）

︻
参
加
負
担
金
︼　

　

①
の
み
２
，
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

︻
申
込
み
︼

 　

各
開
催
日
の
７
日
前（
①
は
10
月
５
日（
木
））ま
で
に
電

話
で
担
当
課
ま
で
。

　

滋
賀
県
主
催
の
「
山
を
活
か
す
！
山
を
守
る
！
山
に
暮

ら
す
交
流
会
２
０
１
７
」
が
長
浜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

木
に
触
れ
、
山
の
幸
を
味
わ
い
、
山
の
魅
力
を
再
発
見

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
市
内
外
の
森
づ
く
り
団
体
に
よ

る
楽
し
い
ブ
ー
ス
な
ど
、
様
々
な
催
し
を
楽
し
め
ま
す
。

︻
と　

き
︼

　

10
月
14
日（
土
）　

10
時
〜
15
時
30
分

︻
と
こ
ろ
︼

　

木
之
本
運
動
広
場（
木
之
本
町
西
山
）

︻
内　

容
︼

個
性
輝
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

○
木
之
本
中
学
校　

吹
奏
楽
部

○
天
舞
賤
ヶ
岳（
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
）

○
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
ヒ
キ
ヤ
マ
ン
」

木
を
使
っ
た
遊
び
体
験

○
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
く
む
ん
だ
ー

○
か
ん
な
く
ず
プ
ー
ル

○
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演

　

そ
の
他
、
若
者
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
山
の
幸
が
味

わ
え
る
「
山
の
キ
ッ
チ

ン
」
を
催
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
県
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

身
近
な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
避
け
て
通
り
が
ち
な
人

権
問
題
。
容
易
に
解
決
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

難
し
い
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
課
題
・
問
題

を
深
く
考
え
る
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い
る
講
座
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
解
決
す
る
た
め
に
行
動
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

第
４
回

　
﹃
今 

わ
た
し
に
で
き
る
こ
と 

大
切
な
人
と
と
も
に
﹄

︻
講　

師
︼ 

彦
根
市
人
権
啓
発
指
導
員　

三み

谷た
に　

ま
ゆ
美み

氏

︻
と　

き
︼ 

10
月
13
日（
金
）　

18
時
30
分
〜
19
時
40
分

︻
と
こ
ろ
︼ 

市
役
所
本
庁
舎
１
階　

多
目
的
ル
ー
ム

　

教
育
就
労
相
談
員
と
し
て
の
経
験
や
、
家
族
の
介
護
を
通

じ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

対
象
は
市
内
在

住
ま
た
は
在
勤

の
人
で
、
参
加

無
料
、
申
込
不

要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※ 

講
座
は
全
６
回

の
予
定
で
す
が
、

参
加
で
き
る
回

の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
。

　

乳
が
ん
の
正
し
い
知
識
を
広
め
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診

と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
推
進
し
、
大
切
な
命
を
守
る

啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
な
が
は
ま
２
０
１
７
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
ご
自
身
や
あ
な
た
の
大
切
な

人
の
健
康
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

︻
と　

き
︼
10
月
15
日（
日
）

︻
と
こ
ろ
︼
豊
公
園（
公
園
町
）

︻
内　

容
︼

①
15
時
〜

　

 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
＋
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ラ
イ
ブ
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
湖
北

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
、
乳
が
ん
啓
発
ブ
ー
ス
な
ど（
各

ブ
ー
ス
を
め
ぐ
る
と
景
品
が
も
ら
え
ま
す
）

②
17
時
30
分
〜

　

長
浜
城
歴
史
博
物
館
等
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

︻
主　

催
︼
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
長
浜
実
行
委
員
会

問
合
せ

　

市
立
長
浜
病
院
が
ん
対
策
推
進
室

　
（
☎
６
８

－

２
３
０
０（
代
表
））

　

北
海
道
で
活
躍
中
の
「
か
げ
え
の
い
し
と
ほ
し
」
さ
ん

が
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
く
影
絵
の
演
じ
方
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
ま
す
。

︻
対　

象
︼

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

②
影
絵
、
人
形
劇
、
読
み
聞
か
せ
等
の
活
動
を
し
て
い
る
人

︻
と
き
・
内
容
︼

11
月
７
日（
火
）　

①
観
劇　

②
影
絵
の
裏
側
を
見
て
み
よ
う

11
月
８
日（
水
）　

実
際
に
手
で
表
現
し
て
み
よ
う

両
日
と
も
14
時
〜
16
時

︻
と
こ
ろ
︼

　

び
わ
文
化
学
習
セ
ン
タ
ー（
難
波
町
）

︻
定　

員
︼

　

30
人（
先
着
順
）

︻
受
講
料
︼

　

２
日
間
通
し
て
５
０
０
円（
連
続
講
座
）

︻
申
込
み
︼

　

10
月
31
日（
火
）ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎
６
５

－

６
５
５
２　

６
５

－

６
５
７
１

　

*syo
u
b
u
n
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

▲前回の講座の様子
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８月20日（日）
開放感あふれる水泳大会
　全国でも珍しい、淡水で行われるオープンウォータースイム
レース「第４回琵琶湖・長浜オープンウォータースイムレース」
が南浜水泳場で行われました。
　今年から日本水泳連盟公認のレースとなったこの大会に、京
阪神、東海を中心に全国から約650人が参加しました。
　この日は夏の日差しが強く暑い日となりましたが、小学生か
ら80歳代の全選手がゴールを目指しました。

８月23日（水）
「全ての子どもたちに教育を」国連で提案
　日本青年会議所が派遣する「少年少女国連大使」に参加した
渡
わた

辺
なべ

瑚
こ

子
こ

さん（長浜小６年）がアメリカ・ニューヨークで行った
活動成果を藤井市長に報告しました。
　渡辺さんは７月末から約１週間、貧困国の教育について研修
し、誰もが教育を受けられる仕組みを国連本部で提案しました。  
　報告の中で「人生は一度きりなので、いろんなことに興味を
持ってチャレンジしたい」と自身の抱負を語りました。

８月27日（日）
尊い生命を救う「献血」を呼びかけ
　今年も長浜楽市駐車場で湖北長浜1000人献血運動「夏の陣!」
が行われました。
　1000人献血の会が主催しているもので今年で29回目。全血献 
血400mlへの協力のほか、骨髄バンクのドナー登録も呼びかけ、
130人を超える貴重な献血者が集まりました。
　1000人献血の会は、「来年は30年の節目。しっかりと献血の啓
発に取り組みたい」と決意を語りました。

９月２日（土）
夏を締めくくる熱い踊り
　浅井文化スポーツ公園でよさこいイベント「長浜あざいあっ
ぱれ祭り」が開催され、18回目となる今年は県内外から28チーム、
およそ1,000人が出場しました。
　チームごとに衣装や演出に特徴があり、チームが変わるごと
にステージの雰囲気も一変。それぞれのチームが熱い踊りで会
場を盛り上げました。フィナーレには花火も打ち上げられ、大
盛況のうちに幕を閉じました。

８月22日（火）〜25日（金）
夏の夜を楽しむ大縁日
　木之本地蔵院一帯で、毎年恒例の木之本地蔵大縁日が行われ
ました。
　今年も地蔵坂・北国街道でおよそ130もの露店が軒を連ね、４
日間でおよそ10万人もの人が訪れました。また、商店街の店舗
が出店している銘菓や銘酒のブースも好評を博しました。
　縁日最終日には木之本大花火大会が行われ、終わりが近づく
夏の夜を彩りました。

８月26日（土）
スポーツ・景色・音楽・食 湖北の魅力を満喫
　今年で３回目となる「LOVE FOR KOHOKU～湖北八景が創
る新世界～」が豊公園で開催されました。
　湖北地域の良さをPRしようと長浜青年会議所が開いたもの 
で、自転車で湖北の豊かな景観を巡る「ツールド湖北」のほか、 
湖北八景のグッズを集める宝探しゲームなどが行われました。
　メインステージではブラスバンドの演奏などが行われ、景色
以外でも来場者たちを楽しませていました。

９月１日（金）
五穀豊穣を祈願
　湖北町速水の伊豆神社で、五穀豊穣を祈願する八朔大祭が行
われました。
　仲
ちゅう

哀
あい

天皇が遠征時に速水の伊豆神社に立ち寄り戦勝を祈願し、 
八朔（旧暦８月１日）に戦勝を報告したのが起源で、本日では小
学６年生の女子児童による「浦安の舞」や、小学生男子児童に
よる「少年角力」が奉納され、優美な舞や可愛いらしい取組な
どで観衆を大いに沸かせました。

９月３日（日）
子どもたちに身体を動かす楽しさを
　長浜市とびわこ成蹊スポーツ大学の連携事業としてながはま
スポーツキッズフェスティバルが行われました。
　４歳児～小学校３年生までを対象に、リズム・バランス・タ
イミングの要素を取り入れたプログラムを行いました。子ども
たちを指導するのはびわこ成蹊スポーツ大学の学生たち。遊び
心があって子どもたちが親しみやすいプログラムなどを取り入
れ、子どもたちに楽しく指導しました。

広報ながはま　2017年10月広報ながはま　2017年10月 1415



第47回滋賀県芸術文化祭参加事業

「第42回長浜市芸術文化祭」行事10月下旬開催事業
問長浜文化芸術会館（☎６３－７４００）

◇ 長浜まちなかフェスタおよび長
浜まちづくりセンター文化交流
作品展・子ども美術展

10月27日（金）～29日（日）９時～17時

（29日は15時まで）／長浜まちづくり

センター・長浜小学校・西中学校／各

教室、サークルの作品や土曜学び座

での子どもたちの作品展示。29日（日）

は体験コーナー、模擬店も出店。長

浜まちなかフェスタと同時開催。

◇ ユネスコ「絵で伝えよう！わた
しのまちのたからもの」絵画展

①10月27日（金）～11月９日（木）

　10時～18時／浅井図書館

②11月11日（土）～11月19日（日）

　10時～20時／西友長浜楽市店

③11月21日（火）～12月３日（日）

　10時～18時／高月図書館

　身近な自然や文化、歴史などを描

いた市内小中学生の絵画作品100点を

巡回展示。

◇市民のつどい・文化のつどい
　「第19回　浅井文化祭」（１）
①10月22日（日）９時～19時

　下草野まちづくりセンター

②10月29日（日）９時～19時

　上草野・七尾まちづくりセンター

各教室の発表、各教室、園児、小中

学生、一般の作品展示。

◇第20回記念公演　ほくほく寄席
10月28日（土）19時～20時30分／十里

街道生活工芸館 テオリア／上方落語

三席。桂
かつら

文
ぶん

福
ぷく

、笑
しょう

福
ふく

亭
てい

伯
はく

枝
し

、桂
かつら

鹿
しか

え

もん。お楽しみ抽選会もあります。

／一般1,500円（当日1,800円）

◇サンパレス秋の文化祭
10月28日（土）～29日（日）９時～17時

（29日は15時まで）／長浜サンパレス

／サンパレスの講座・サークル等の

作品展示やイベント。

◇六荘まちづくりセンター文化祭
10月28日（土）～29日（日）９時～17時

（29日は15時まで）／六荘まちづく

りセンター／まちづくりセンターの

サークルの作品展示、芸能発表会。

県内美術館とコラボし、講演会や出

前講座を開催。

　
◇第35回松

しょう

月
げつ

堂
どう

古流　
　秋のいけばな展
10月28日（土）～29日（日）９時～16時

／長浜文化芸術会館／日本生花司松

月堂古流の生花、現代花、流麗花の

作品展。

◇第43回びわふるさと文化祭
10月28日（土）～29日（日）９時～17時

（29日は15時まで）／びわまちづくり

センター、びわ高齢者福祉センター

／各サークル、園児や一般の作品展

示。模擬店コーナー、軽トラ市、子

ども工作など。

◇ 2017KOHOKUふれあい広場
文化祭

　みんなの作品展・ステージ発表会
【みんなの作品展】10月28日（土）～10
月31日（火）８時30分～20時／湖北文

化ホール・湖北まちづくりセンター

／園児・小中学生、文化団体、サー

クル、福祉施設等の作品展示。

【ステージ発表】11月26日（日）９時～
13時／湖北文化ホール／大正琴、舞

踊、和太鼓、吹奏楽等の成果発表。

◇第49回西浅井文化祭
10月28日（土）～11月４日（土）８時30分

～16時／西浅井まちづくりセンター、

西浅井体育館／園児、小中学生、一

般の文化作品の展示、文化団体等の

舞台発表。

◇七尾秋祭り
10月29日（日）10時～15時30分／七尾

まちづくりセンター／書道、絵画、

写真、生花の展示、芸能発表。

10
月
22
日︵
日
︶は
ゴ
ミ
の

持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

問
健
康
推
進
課（
☎
６
５

－

７
７
５
１
）

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お

よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　

11
月
26
日（
日
）

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
年
１
回

で
す
。

︻
対
象
者
︼

　

長
浜
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
左
記
の
い
ず
れ

か
に
あ
て
は
ま
る
人
。

　

①
65
歳
以
上
の
人

　

② 

60
歳
以
上
で
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
人（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
程
度
）

︻
期　

間
︼
10
月
15
日（
日
）〜
12
月
31
日（
日
）

︻
医
療
機
関
︼

　

長
浜
・
米
原
市
内
の
実
施
医
療
機
関

　
（
健
康
づ
く
り
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※ 

長
浜
・
米
原
市
外
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
費　

用
︼
個
人
負
担
金
２
，
０
６
０
円

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
接
種
前
の
申
請
に
よ
り

助
成
券
を
発
行
し
ま
す
。

市政の動き
（８月16日～９月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

8月21日（月）
第２回長浜市図書館協議会
担当課：長浜図書館（☎63－2122）

平成28年度の事業について事務局から報告を受けました。また、長浜市
市立図書館基本計画実施プランの評価について、今後の進め方を協議
しました。

８月21日（月）
第１回長浜市子ども読書活動推進会議
担当課：長浜図書館（☎63－2122）

これまでの事業の進捗状況と今年度の事業計画について事務局から説明
を受け、意見交換を行いました。また、子ども読書推進の進捗状況を把握
するためのアンケートの実施について事務局から説明を受けました。

８月23日（水）
第３回長浜市指定管理者選定委員会第２委員会
担当課：行政経営改革課 （☎65－6702）

長浜鉄道スクエアの指定管理者の募集にあたり、募集方法および募集要項等
について審議しました。また、指定管理者候補について審査を行った結果、小
谷城戦国歴史資料館は小谷城址保勝会を候補として適当と判断しました。

８月29日（火）
第４回長浜市指定管理者選定委員会第１委員会
担当課：行政経営改革課 （☎65－6702）

指定管理者候補について審議を行った結果、次の団体を候補として適
当と判断しました。
○浅井東診療所：医療法人若草ファミリークリニック
○余呉デイサービスセンター：社会福祉法人大樹会
○大見いこいの広場：（株）ふるさと夢公社きのもと

８月31日（木）
第５回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課：高齢福祉介護課（☎65－7789）

第７期ゴールドプランの策定作業について審議、情報交換を行いまし
た。また、事務局より介護サービス整備検討部会、地域包括支援セン
ター運営協議会、認知症関係者連絡会議について報告を受けました。

８月31日（木）
第１回長浜市特別職報酬等審議会
担当課：人事課（☎65－6502）

特別職の報酬等の額について諮問を受けました。市長、副市長および教
育長の給料月額、市議会議員の報酬月額および政務活動費の額につい
て事務局から説明を受け、質疑応答を行いました。

８月31日（木）
長浜市多文化共生・国際化のまちづくり円卓会議
担当課：市民活躍課（☎65－8711）

長浜市多文化共生のまちづくり指針の改定にあたり、暮らしやすいま
ちづくりについて外国人市民を中心に意見交換を行いました。

９月１日（金）
第４回長浜市指定管理者選定委員会第２委員会
担当課：行政経営改革課 （☎65－6702）

東アジア交流ハウス雨森芳洲庵および己高庵の指定管理者の募集にあ
たり、募集方法および募集要項等について審議しました。

９月５日（火）
第２回長浜中央公園整備等検討懇話会
担当課：都市計画課 （☎65－6562）

加納白山公園・長浜球場周辺を現地視察した後に、新たな長浜中央公園
の施設配置（案）や整備基本計画（素案）について説明を受け、意見交換
を行いました。

９月６日（水）
第２回長浜市国民健康保険運営協議会
担当課：保険医療課（☎65－6512）

平成28年度国民健康保険特別会計決算および長浜市データヘルス計画
（案）について事務局から説明を受け、質疑ののち了承しました。また、
滋賀県国民健康保険運営方針について事務局から報告を受けました。

９月12日（火）
第５回長浜市地域福祉計画検討委員会
担当課：社会福祉課（☎65－6536）

長浜市地域福祉計画策定改定案および計画の啓発・推進について説明
を受け、質疑応答および意見交換を行いました。

9月12日（火）
第１回長浜市森林ディレクション審議会
担当課：森林整備課 （☎65－6526）

森づくりアクションプランの平成28年度実績について事務局から報告
を受けました。また、平成29年度事業計画、今後のスケジュールについ
て報告を受け、事業評価の手法について検討しました。

※参加費表記のない
　行事は入場無料

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
に
一
役

問
市
民
活
躍
課（
☎
６
５

－

８
７
１
１
）

　

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
本
町
組
春
日
山
が
、
曳

山
祭
で
着
用
す
る
法
被
と
保
管
箱
を
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
は
、（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、

宝
く
じ
の
収
益
を
地
域

に
還
元
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
後
、
さ
ら
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲春
かす

日
が

山
ざん

　法
はっ

被
ぴ
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【と　　き】11月12日（日）
　　　　９時30分～（９時受付開始）
【集合場所】小谷城跡ガイド館浅井三代の里（湖北町伊部）
【内　　容】 自己紹介、小谷城跡散策、戦国鍋作り（調

理協力・赤谷の里）、食事＆トーク、カッ

プリング発表

※雨天の場合は小谷城跡散策が室内ゲーム等に変更

【定　　員】男女各12人（定員を超えた場合は抽選）
【参 加 費】１人2,000円
※ キャンセルの場合は11月９日（木）よりキャンセル

料が発生します。

【対　　象】男性： 長浜市・米原市在住または在勤の
30～49歳の独身の人。

　　　　　  女性： 独身の人で、年齢・地域を問いません。

【申込方法】 ①住所②氏名（ふりがな）③生年月日④
職業⑤婚歴⑥連絡先を直接または電話、

FAX、郵送、メールで下記まで。（電話

は平日８時30分～17時）

【受付期間】10月２日（月）～30日（月）
【持 ち 物】 ○ハイキング程度の運動ができる服装・靴
　　　　　 ○エプロン

問合せ・申込先　
湖北地域農業センター

〒526-0065　公園町９-23

☎６２－４１４３　 ６２－４１４４　

*kohoku-nougyou@tree.odn.ne.jp

　今年も国内外から超一流のパフォーマーが集結。

ジャグリングやパントマイムで最高の感動をお届け

します。飲食ブース、ワンポイントメークコーナー

など、お楽しみ企画も盛りだくさん。

【と　き】

10月９日（月・祝）  10時〜

【ところ】
虎姫生きがいセンター

【出演者】
バルーンパフォーマーアキ、パフォーマーsyo!、ク

ロキキィブラザーズ、ZANGE、加納真実、ノン＆

モンモン

問合せ
とらひめまつり大会

委員会事務局

（☎７３－４０６０）

　指揮者の新
にっ

田
た

ユリ氏率いる愛知室内オーケストラ

の演奏会を開催します。本市出身の中学生ピアニス

トのゲスト出演もあり。美しい音楽とともに秋のひ

と時をごゆっくりお過ごしください。

【と　き】

10月15日（日）14時開演（開場13時30分）

【ところ】
　浅井文化ホール（内保町）

【プログラム】（予定）
　モーツァルト『フィガロの結婚』序曲

　プッチーニ『蝶々夫人』より

　『海にも陸にも春風が』『ある晴れた日に』

　ベートーヴェン　『交響曲第７番より』　他

【前売り券】
　全席自由　一般　　　　3,000円

　　　　　　中学生以下　2,000円

　　　　　　親子ペア　　4,500円

　※当日券はすべて500円増

【前売所】
　浅井文化ホール、イケダ光音堂、セミナー＆カル

チャーセンター臨湖、平和堂アル・プラザ長浜、平

和堂木之本店、ウッディパル余呉

問合せ
浅井文化ホール

（☎７４－４０００）

紅葉De愛♡恋活鍋パーティー
〜紅葉の小谷城跡散策して戦国鍋でほっこり♡しませんか？〜

大道芸フェスタin虎御前　2017

〜愛知室内オーケストラ長浜定期演奏会〜

学校・園活動
紹介

7

米
川
で
遊
ぼ
う
！

　

長
浜
幼
稚
園
の
す
ぐ
隣
に

流
れ
て
い
る
米
川
。
サ
ギ
や

鮎
な
ど
の
生
き
物
が
い
る
の

が
園
か
ら
も
よ
く
見
え
、
子

ど
も
た
ち
の
癒
し
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
に
は
川
の
中
に

も
入
り
ま
す
。
最
初
は
川
底

の
で
こ
ぼ
こ
や
水
の
流
れ
で

歩
き
に
く
い
、
気
持
ち
悪
い

と
の
理
由
で
入
れ
な
い
子
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
繰
り
返

し
米
川
で
遊
ぶ
中
で
、
水
の

深
さ
の
違
い
、
川
の
流
れ
や

温
度
の
違
い
に
も
気
づ
き
、

プ
ー
ル
遊
び
と
は
違
っ
た
面

白
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ザ
リ
ガ
ニ
や
エ
ビ
、

貝
な
ど
を
見
つ
け
て
捕
る
こ

と
が
で
き
る
と
、
ま
す
ま
す

川
に
入
る
こ
と
が
楽
し
く
な

り
、網
を
持
っ
て
夢
中
に
な
っ

て
川
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

「
ど
こ
に
い
る
ん
？
」「
や
っ

た
！
と
れ
た
！
」「
大
き
い

めざす子ども像
一、夢や目標をもち、それに向かって努力する子

一、思いやりのある心のやさしい子

一、ふるさとを愛し、誇りをもって生きる子

長浜子どものちかい
〜わたしたちはちかいます〜

一.元気にあいさつをします

一.名前を呼ばれたら「はい」と返事をします

一.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います

一.困っている人がいたら言葉をかけます

一.人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章
〜おとなが実践します〜

一.子どもに誠実に生きる姿を見せます

一.見守るまなざし、叱る勇気を大事にします

一.ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます

一.自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます

一.長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

な
！
」
と
い
う
声

が
あ
ち
こ
ち
か
ら

聞
こ
え
、
自
然
体

験
を
満
喫
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
米
川
で
子

ど
も
た
ち
が
貴
重

な
体
験
を
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

保
護
者
の
協
力
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

川
底
の
危
険
物
を

取
り
除
き
、
子
ど

も
た
ち
の
体
験

を
見
守
る
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
が
少

な
い
市
街
地
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
園
の
隣
に
あ
る
米
川

は
貴
重
な
自
然
体
験
の
場
で

す
。
新
し
い
こ
と
を
見
つ
け

た
り
驚
い
た
り
す
る
感
動
体

験
が
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
心
と
、
米
川
を
身
近
に
感

じ
て
親
し
み
を
も
つ
子
の
育

成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

▲米川で生き物をとる子どもたち

10
21
土「長浜の祭りと芸能2017」を開催します！

　長浜には各地域に素晴らしい伝統芸能が伝承されて

います。踊りや囃子、衣装や道具、伝統を受け継ぐ人

の心意気など、それぞれ見どころがいっぱいです。普

段は各地域でしか見ることができませんが、今回多く

の皆さんに見ていただくため、大会を開催します。

　「子どもたちと芸能」をテーマに、市内４つの芸能

団体が演舞や演奏を披露します。出演団体は右記のと

おりです。

【と　き】

10月21日（土）　12時30分～15時10分
【ところ】
えきまちテラス長浜２階イベント広場（長浜駅前）

問合せ
長浜市無形民俗文化財保存活用協議会事務局（歴史遺産課内）

（☎６５－６５１０）

【出演団体（公演順）】
①冨田人形（びわ北小学校児童）

②長浜曳山祭囃子保存会

③子ども歌舞伎（曳山博物館子ども歌舞伎教室受講生）

④下余呉の太鼓踊り

※ 大会の進行の都合により、公演順を変更する場合が

あります。

富田人形
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このコーナーでは、病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

市立病院通信‒◯‒78

市立長浜病院循環器内科

診療局長 高
た か

島
し ま

　弘
ひ ろ

行
ゆ き

災
害
に
備
え
る

　

先
の
台
風
５
号
は
長
浜
市
内
に
も
大
き

な
被
害
を
お
よ
ぼ
し
ま
し
た
。
被
害
に
あ

わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

被
害
は
、
道
路
や
農
地
、
山
林
、
住
居

や
公
共
施
設
な
ど
、
市
内
北
部
を
中
心
に

１
０
０
か
所
以
上
に
お
よ
び
、
浸
水
住
宅

の
土
砂
撤
去
や
消
毒
作
業
、
流
木
の
撤
去

な
ど
を
順
次
行
い
、
し
っ
か
り
と
復
旧
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
姉
川
の
越
水
に
つ
い
て
は
、
直

ち
に
滋
賀
県
知
事
と
面
談
し
、
越
水
の
最

大
要
因
で
あ
る
切
り
通
し
の
即
時
閉
鎖
と

「
湖
北
圏
域
河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
く

河
川
整
備
の
早
期
着
手
な
ど
、
河
川
管
理

者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
く

よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
知
事
か

ら
は
「
切
り
通
し
の
見
直
し
や
河
川
整
備

を
前
倒
し
し
て
進
め
た
い
」
と
返
答
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
９
月
16
日
に
切
り
通
し

は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
地
元
自

治
会
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
早
急
な
対
策

を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

　

最
近
の
突
発
的
・
局
地
的
な
豪
雨
を
予

測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
今
回
の
教

訓
を
活
か
し
、
雨
量
の
監
視
や
市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
情
報
提
供
方
法
、
台
風
な
ど
に

よ
る
水
害
発
生
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た

時
系
列
の
事
前
行
動
計
画
「
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」
を
ま
と
め
る
な
ど
、
防
災
体
制
を
充

実
し
、
強
化
し
ま
し
た
。
18
日
の
未
明
に

通
過
し
た
台
風
18
号
で
は
、
先
手
先
手
の

対
応
を
し
、
防
災
体
制
で
定
め
た
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
確
実
に
実
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
震
災
害
の
備
え
と
し
て
、
今
年
も
10
月

15
日
に
地
域
の
皆
さ
ん
、
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
、
医
療
機
関
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関

係
機
関
な
ど
総
勢
８
０
０
人
の
訓
練
で
あ

る
「
長
浜
市
総
合
防
災
訓
練
」
を
余
呉
地

域
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
５
号
の
よ
う
に
、
自
然
が

時
折
見
せ
る
す
さ
ま
じ
い
威
力
は
、
人
間

の
力
を
は
る
か
に
超
え
ま
す
。
私
は
危
機

管
理
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す

た
め
に
防
災
体
制
の
強
化
に
全
力
を
あ
げ

て
い
き
ま
す
。

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

 
 

市長
コラム◯87

本
当
に
怖
い
閉へ

い

塞そ
く

性せ
い

動ど
う

脈み
ゃ
く

硬こ
う

化か

症し
ょ
う

　

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
は
、
足
の
動

脈
に
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
栓

が
詰
ま
っ
て
血
流
障
害
を
起
こ
す
病

気
で
す
。
最
近
は
日
本
で
も
増
加
し

て
、
糖
尿
病
患
者
の
１
割
弱
、
心
臓
・

脳
血
管
患
者
や
透
析
患
者
で
は
１
〜

２
割
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

初
期
症
状
は
、
歩
く
と
足
の
筋
肉

が
突
っ
張
っ
て
痛
み
、
休
む
と
ま
た

歩
け
る
間か

ん

歇け
つ

性せ
い

跛は

行こ
う

で
す
。
進
行
す

れ
ば
足
に
潰
瘍
が
で
き
て
壊え

疽そ

と
な

り
、
安
静
時
も
足
が
じ
ん
じ
ん
痛
ん

で
足
の
切
断
や
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

実
際
、
足
の
動
脈
が
詰
ま
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
は
、
既
に
動
脈
硬
化
が

全
身
に
お
よ
ん
で
お
り
、
３
年
間
で

１
割
以
上
が
心
臓
や
脳
血
管
障
害
を

起
こ
し
、
１
年
間
の
死
亡
率
は
約
４
％

と
い
う
恐
ろ
し
い
デ
ー
タ
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

喫
煙（
以
前
に
吸
っ
て
い
た
場
合

も
）、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
の
患

者
、
ま
た
そ
の
血
縁
者
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

高
齢
者
は
日
常
歩
く
機
会
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
気
づ
い
た
と
き
に
は

い
き
な
り
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
あ
な
た
の
未
来
を
変
え
ま
す
の
で
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も

循
環
器
内
科
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
採
血
の
ほ
か
、
血
圧
脈
波
や

超
音
波
、
造
影
C
T
、
M
R
A
な
ど

で
精
密
検
査
し
て
、
病
気
が
見
つ
か

れ
ば
我
々
の
得
意
と
す
る
カ
テ
ー
テ

ル
手
術
や
バ
イ
パ
ス
手
術
、
適
切
な

薬
で
い
ち
早
く
治
療
し
ま
す
。

▲台風５号通過後の姉川

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　

 

（
☎
６
３

－

４
６
１
１
）

国
政
に
影
響
を
与
え
た
文
化
人

●
新あ
ら

井い

白は
く

石せ
き

と
の
論
争

　

雨
森
芳
洲
と
新
井
白
石
は
、
と
も
に
木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

庵あ
ん

の
も
と
で
学
ん
だ
仲
で
す
が
、
の
ち

に
大
論
争
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
石
は
芳
洲
よ
り
11
歳
年
長
で
す
が
順

庵
門
下
に
入
る
の
は
芳
洲
よ
り
３
年
遅
く
、

元
禄
６
年（
１
６
９
３
）、
師
の
推
挙
に
よ

り
甲
州
の
徳と
く

川が
わ

綱つ
な

豊と
よ（
の
ち
第
六
代
将
軍
家い
え

宣の
ぶ

）の
儒
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
正
し
ょ
う

徳と
く

の
治ち

」
の
中
心
人
物
と
し
て
中
央
政
界
で

華
々
し
く
活
躍
し
ま
し
た
。

　

正
徳
元
年（
１
７
１
１
）の
第
８
次
朝
鮮
通

信
使
来
日
に
あ
た
っ
て
、当
時
、幕
府
の
儒
官

だ
っ
た
白
石
は
、「
朝
鮮
国
王
に
対
し
て
将
軍

は
日
本
国
大た
い

君く
ん

を
使
っ
て
い
る
が
、大
君
は

皇
太
子
を
指
す
こ
と
か
ら
、将
軍
も
日
本
国

王
と
す
べ
き
で
あ
る
」と
主
張
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
芳
洲
は
、「
皇
族
で
な
い

も
の
が
国
王
を
称
す
る
こ
と
は
僭せ
ん

称し
ょ
う（
身
分

を
越
え
た
呼
び
方
）に
あ
た
る
」
と
主
張
し
、

激
し
い
論
争
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
白
石

の
主
張
が
通
り
、
第
８
次
朝
鮮
通
信
使
の
国

書
に
は
日
本
国
王
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
白

石
が
任
を
離
れ
た
次
回
の
通
信
使
よ
り
再

び
大
君
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
第
８
次
朝
鮮
通
信
使
は
、
通
常
江
戸

城
で
行
う
国
書
の
交
換
が
、
国
書
の
書
き
換

え
が
必
要
と
な
り
差
し
戻
し
と
な
り
ま
し

た
。
帰
路
、
対
馬
に
戻
っ
て
や
っ
と
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
国
書
の
書
き
換
え
に
つ
い

て
は
、
芳
洲
が
白
石
と
通
信
使
と
の
折
衝
役

と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
は
、「
世

界
の
記
憶
」
登
録
申
請
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る

『
国
こ
く
し
ょ
か
き
あ
ら
た
め
そ
う
ろ
ん

書
書
改
惣
論
』
に
つ
ぶ
さ
に
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

二
人
は
、
立
場
の
違
い
で
の
論
争
は
論
争

と
し
て
、
学
者
と
し
て
の
二
人
は
そ
の
後
も

互
い
に
評
価
し
あ
い
、
芳
洲
は
自
ら
や
息
子

の
漢
詩
の
批
評
を
白
石
に
仰
ぐ
な
ど
、
尊
敬

し
あ
い
な
が
ら
終
生
親
友
と
し
て
交
友
を

続
け
ま
し
た
。

●
吉よ
し

田だ

松し
ょ
う

陰い
ん

の
芳
洲
評
価

　

約
１
０
０
年
後
、
明
治
維
新
の
立
役
者
で

あ
り
「
人
づ
く
り
の
名
人
」
と
称
さ
れ
た
長
ち
ょ
う

州し
ゅ
う

松
し
ょ
う

下か

村そ
ん

塾じ
ゅ
くの
吉
田
松
陰
が
『
丁て
い

巳し

幽ゆ
う

室し
つ

文ぶ
ん

稿こ
う

』
の
中
で
「
雨
森
芳
洲
先
生
の
国こ
く

王お
う

称し
ょ
う

号ご
う

論ろ
ん

跋ば
つ

」
を
著
し
、
芳
洲
を
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。

　

松
陰
は
常
々
門
弟
た
ち
に
、「
学
は
、
人

た
る
所ゆ
え
ん以
を
学
ぶ
な
り
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
芳
洲
が
好
ん
で
使
っ
た
言
葉

で
、
晩
年
に
書
し
た
「
諭
し
て
い
を
さ
と
す
こ
と
ば

子
弟
語
」
や
随
筆

『
橘き
っ

窓そ
う

茶さ

話わ

』
の
冒
頭
に
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
問
の
意
義
は
、「
人
と
し
て
ど
う
生

き
る
か
」「
何
を
な
す
べ
き
か
」
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

●
生
涯
学
習
の
先
駆
・
芳
洲

　

ま
た
芳
洲
は
生
涯
学
習
の
先
駆
者
と
も

い
え
ま
す
。
晩
年
に
な
っ
て
も
向
学
心
は
衰

え
ず
、
80
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
和
歌
を
志
し
ま

し
た
。

　

知
人
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
芳
洲
は
、

「
こ
れ
ま
で
儒
学
一
筋
の
一
生
を
過
ご
し
て

き
た
。
和
歌
は
ま
っ
た
く
知
識
が
な
い
。「
か

な
、
け
り
、
ら
ん
」
の
使
い
方
や
、「
ま
く

ら
こ
と
ば
」
な
ど
も
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
。

そ
こ
で
『
古
今
和
歌
集
』
を
１
千
遍
読
ん
で

用
法
な
ど
を
学
び
、
そ
の
後
に
１
万
首
作
る

と
い
う
課
題
を
自
分
に
課
し
た
。
80
歳
を
過

ぎ
て
寿
命
の
こ
と
を
棚
に
上
げ
た
馬
鹿
げ

た
話
と
人
は
笑
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分

は
充
分
幸
せ
だ
っ
た
。
も
う
こ
れ
以
上
何
も

望
む
と
こ
ろ
も
な
く
、
日
本
古
来
の
文
化

で
あ
る
和
歌
を
学
び
な
が
ら
死
を
待
つ
こ

と
も
、
ま
た
風
流
な
こ
と
で
は
な
い
か
」
と

書
き
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
結
局
、
古
今
和
歌

集
の
千
遍
読
み
は
８
か
月
ほ
ど
で
完
遂
し
、

作
っ
た
和
歌
は
現
在
確
認
で
き
る
だ
け
で

も
２
万
首
に
お
よ
び
ま
す
。「
六
十
の
手
習

い
」
と
は
よ
く
言
い
ま
す
が
、「
八
十
の
手

習
い
」
を
実
践
し
た
芳
洲
。
高
齢
化
の
現
代

に
お
い
て
も
、
そ
の
姿
勢
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲

雨
森
芳
洲
の
肖
像（
芳
洲
会
蔵
）

▲国書書改惣論

問

市
立
長
浜
病
院

　

 （
☎
６
８

－

２
３
０
０〈
代
表
〉）

シリーズ○ 

雨森芳洲 特集
あめのもり   ほう しゅう

₇₈

　今秋の雨森芳洲関連資料のユネスコ「世界の記憶」
登録に向けて、11月号までながはまの文化財のペー
ジで雨森芳洲の紹介をします。
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●キラキラトランペットコンサート ●料理教室

10月開講 カルチャー教室のご案内

第２回
11月22日（水）
第３回
１月24日（水）

毎年恒例のキラキラコンサート！
今年はトランペットです。

地元のおいしい食材を使った料理教室を開催します。

※入場料500円
※チケットは10月初旬発売予定

公演日

12月２日（土）

【時　間】10時〜12時30分
【受講料】3,000円／回
【持ち物】エプロン、三角巾など
【講　師】土

ど

井
い

詩
うた

子
こ

高
たか

見
み

信
のぶ

行
ゆき

●手作りパン教室
　■みんなで楽しくおいしいパンを焼きましょう！

【開講日】土曜日（月１回）
　　　　 10/28，11/18，12/16，1/20，2/17，3/17

【時　間】10時〜12時30分
【受講料】６か月18,200円（材料、消耗品代含む）
※9,100円ずつ２回分割払いも可能です。支払日10/28，1/20

【持ち物】エプロン、筆記用具、持ち帰りの容器
【講　師】安

あん

藤
どう

悦
えつ

子
こ

●編み物アラカルト
　■�秋です。毛糸の優しさを楽しみませんか？
　ベストやセーターなど自分に合った作品を作りましょう！

【開講日】第２、４木曜日（月２回）
【時　間】13時〜15時30分
【受講料】2,000円／月（＋別途材料費）
【持ち物】編み棒、編み針（持っているもので可）
【講　師】山

やま

岡
おか

陽
よう

子
こ

●リラックスヨガ（昼コース）
　■初心者でも大丈夫です。 ゆるゆるヨガをしましょう♪

【開講日】金曜日（月３回）
【時　間】９時20分〜10時30分
【受講料】６か月10,800円
※5,400円ずつ２回分割払いも可能です。支払日10月,1月

【持ち物】ヨガマット（バスタオルでも可）、
　　　　 水分補給用の飲み物

【講　師】N
ノ リ コ

ORIKO

●キッズダンス教室（小学生以上）
　■初心者大歓迎！楽しく始めたい人におすすめです。

【開講日】火曜日（月３回）
【時　間】 初級クラス：18時45分〜19時45分
　　　　 一般クラス：19時45分〜20時45分

【受講料】3,000円／月
【持ち物】上靴、タオル、水分補給用の飲み物
【講　師】I

イトウ

to（geiya�dance�studio�23NR主宰）

●簡単！アロマテラピー
　■すぐ使える香りのクラフトを作ります。

【開講日】第３火曜日（月１回）
【時　間】19時〜20時30分
【受講料】６か月12,000円（＋別途材料費）
※6,000円ずつ２回分割払いも可能です。支払日10月,1月

【持ち物】教材セット（初回購入）、筆記用具
【講　師】西

にし

島
じま

かおる

●心を癒す　カラーセラピー講座
　■�カラーの効果で、自分らしく日々を過ごすコツを みつけま

せんか♪
①昼コース

【時　間】10時30分〜12時
【開講日】10/17，11/21，12/19，1/16，2/20，3/20
②夜コース

【時　間】19時〜20時30分
【開講日】10/3，11/7，12/5，1/23，2/6，3/６
【受講料】各コース６か月9,000円
【持ち物】色鉛筆
【講　師】石

いし

地
ち

優
ゆう

子
こ

●リラックスヨガ（夜コース）
　■初心者や体が硬い人、体力がない人でも大丈夫♪

【開講日】水曜日（月３回）
【時　間】20時〜21時10分
【受講料】６か月10,800円
※5,400円ずつ２回分割払いも可能です。支払日10月,1月

【持ち物】ヨガマット（バスタオルでも可）、水分補給用の飲み物
【講　師】おのあけみ

●フローヨガ
　■�もっと体を動かしたい、ポーズをいろいろ楽しみたい人！　

呼吸に合わせながら、しっかり体を動かしていきます。
【開講日】金曜日（月３回）
【時　間】10時40分〜11時50分
【受講料】６か月10,800円
※5,400円ずつ２回分割払いも可能です。支払日10月,1月

【持ち物】ヨガマット（バスタオルでも可）、
　　　　 水分補給用の飲み物

【講　師】N
ノ リ コ

ORIKO

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

記事広告 記事広告

※定員になり次第締め切らせていただきます。
※各講座の開講期間は10月〜３月です。
※人数が一定に満たない場合は中止させていただくことがあります。

【と　き】12月10日（日）14時～（13時30分開場）
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【出　演】尾

お

本
もと

祐
ゆう

菜
な

（歌のお姉さん）、濱
はま

田
だ

和
かず

樹
き

（体操のお兄さん）、

　　　　 梅
うめ

本
もと

伸
のぶ

子
こ

（フルート）、大
おお

瀧
たき

真
ま

由
ゆ

美
み

（オルガン）、

　　　　  星
ほし

名
な

裕
ゆう

子
こ

（クラリネット）、松
まつ

島
しま

直
なお

子
こ

（ピアノ）、

　　　　 中
なか

路
じ

友
とも

恵
え

（パーカッション）

【入場料】全席自由
　　　　 大人：1,000円（当日200円増し）

　　　　 中学生以下：500円（当日200円増し）

　　　　 親子ペア：1,300円（当日300円増し）

【発売開始】10月７日（土）
【前売所】長浜文化芸術会館、長浜市民体育館、
　　　　 浅井B＆G海洋センター、長浜サンパレス　ほか

問（公財）長浜文化スポーツ振興事業団（長浜文化芸術会館）（☎63−7400）

▲濱田和樹

【と　き】11月26日（日）13時30分開演（13時開場）
【ところ】びわ文化学習センター（リュートプラザ）
【演　目】○日

ひ

高
だか

川
がわ

入
いり

相
あい

花
ざく

王
ら

～渡
わた

し場
ば

の段
だん

～

　　　　 ○団
だん

子
ご

売
う

り

　　　　 ○壺
つぼ

坂
さか

観
かん

音
のん

霊
れい

験
げん

記
き

 ～沢
さわ

市
いち

内
うち

より山
やま

の段
だん

～

【入場料】一般発売　1,000円（当日1,200円）
　　　　 高校生以下　無料

【前売所】長浜文化芸術会館、長浜サンパレス、長浜市民体育館、
　　　　 浅井B＆G海洋センター、リュートプラザ（平日のみ）ほか

問（公財）長浜文化スポーツ振興事業団（長浜文化芸術会館）（☎63−7400）

歌のお姉さん、体操のお兄さんと一緒に遊ぼう！　親子で楽しめるコンサートです！

タイニー“かわいい”

クリスマスコンサート　vol.7

人形浄瑠璃「冨田人形」—秋公演—
百数十年の伝統を誇る人形浄瑠璃を、ぜひお楽しみください。

〜滋賀県選択無形民俗文化財〜

▲尾本祐菜

〜詳細は順次ホームページなどでお知らせします〜
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有料広告欄

情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

9月１日オープン！認知症・生活習慣病予防ができる新しい形のフィットネスジム

長浜市北船町３番24号
えきまちテラス長浜３F
TEL:0749-57-6830
FAX:0749-57-6831
お問合せ:宮元・山﨑

料金 営業日時

入会金：12,000円
月会費：  8,000円
        （税別）

月～土
９：00~20：00

（日曜・12/29~１/３休業）

頭と体を楽しく動かして、若々しさと
健康をつくりだしましょう！

まずは無料体験をお試しください。
無料体験絶賛受付中！！

ご好評につき10/31まで入会金2,000円！

＊脳ぽち（10分）
大型のコンピューターで楽しく10分
間の脳エクササイズができます。

＊コグニバイク（10分）
エアロバイクを漕ぎながら脳のト
レーニング。2つの事を同時に行う
デュアルタスクができるマシンです。

催　　し
◆ 特別陳列ユネスコ世界の記憶登録推進特別展示
　世界に伝えたい雨森芳洲の『誠信』のこころ
雨森芳洲関係資料36点を特別公開しま
す。展示会では芳洲の人生や思想、歴
史的業績をわかりやすく紹介します。
【と　き】10月４日（水）～12月３日（日）
　　　　 ９時～17時
　　　　 （最終入館16時30分）
【ところ】高月観音の里歴史民俗資料館
　　　　 （高月町渡岸寺） 
【入館料】大人300円、こども300円
　　　　  （市内・米原市の小中学生は

無料、市内高校生は10月31日
まで無料）

問高月観音の里歴史民俗資料館
　（☎８５－２２７３）

◆無料上映会　ドキュメンタリー
　映画「普通に生きる」
【と　き】10月９日（月・祝）
　　　　 13時～15時30分
【ところ】木之本スティックホール
　　　　 （木之本町木之本）
【内　容】 重いしょうがいがある我が子

と普通に生きていくため、理
想の通所施設を作り上げた親
たちと地域の成長を記録した
映画です。製作者のトークタ
イムもあります。

問普通に生きる湖北上映実行委員会
　脇坂（☎０９０－４０７２－１１５３）

◆イカロックザワールド
音楽ステージや地域食材を使ったグル
メで、長浜の魅力を伝えます。
【と　き】10月21日（土）、22日（日）
【ところ】ウッディパル余呉赤子山
　　　　 スキー場（余呉町中之郷）
【料　金】２日間共通チケット
　　　　 5,000円（当日は500円増）
【出演予定】卍LINE、若旦那、花＊花 など
問イカロックザワールド実行委員会
　居川（☎０５０－３５９３－４９６５）

◆第６回インターナショナルフェスタ
多国籍屋台や民族衣装体験、日本語体
験など盛りだくさん。今年はカラオケ
大会がメインの前夜祭もあります。
【と　き】10月29日（日）　10時～15時
【ところ】臨湖（港町）
前夜祭
【と　き】10月28日（土）　18時～21時
【参加費】500円（軽食付、飲み物は有料）
【申込み】 カラオケ大会参加希望者は電

話で下記まで。
問・申長浜市民国際交流協会
　　　（☎６３－４４００）

講座・教室
◆ 能楽講座「清経～夢で逢う、夫婦の
情愛の物語～」

仕舞や謡、着付けの公開のほか、現役
能楽師による解説もあります。
【と　き】10月９日（月・祝）
　　　　 14時～（13時30分開場）
【ところ】 今重屋敷能舞館（元浜町）
【講　師】観

かんぜりゅう

世流 古
ふる

橋
はし

 正
まさ

邦
くに

 氏　ほか
【入館料】500円
※申込不要
問今重屋敷能舞館（☎５０－１２７２）

◆体験教室「竹かご作り」
地元産の竹で、小物入れなどのインテ

リアとして使える四
し

海
かい

波
なみ

かごを作ります。
【と　き】10月15日（日）
　　　　 13時30分～16時
【ところ】七りん館（大依町）
【講　師】中

なか

川
かわ

 与
よ

一
いち

 氏
【定　員】20人（先着順）
※ 小学生以上。小学生は親子で参加で
きる人。

【参加費】500円
【申込み】電話で下記まで。
問・申浅井歴史民俗資料館
　　　（☎７４－０１０１）

◆こほく健康づくり広場初回講習
【と　き】 10月16日（月）、23日（月）、 

１月15日（月）
【ところ】湖北福祉ステーション
　　　　 （湖北町速水）
【内　容】 施設の筋力トレーニングマシン

の使用や運動についての説明
【参加費】無料
【定　員】50人（先着順） 
【申込み】電話で下記まで。
※ 初回講習以降は機器使用料（500円／
月）がかかります。
問・申長浜市社会福祉協議会
　　　（☎７８－８２９４）

◆ママのベビー防災講座
　―大切な赤ちゃんの命を守るために—
赤ちゃんたちを守るための備えやノウ
ハウを保健師である女性防災士が紹介
します。
【と　き】10月18日（水） 10時～11時30分
　　　　 （受付９時30分～）
【ところ】六荘まちづくりセンター（勝町）
【定　員】30組（先着順）
【参加費】100円
【申込み】電話で下記まで。
問・申まちのほけんしつ　きずな
　　　（☎６８－３２１５）

◆認知症ケア講座＆認知症カフェ
　「一緒に考えましょう。食べること。」
講座の後は、お茶を飲みながら日頃の
介護の話などをして息抜きしませんか。
【と　き】①10月22日（日）
　　　　 ②11月５日（日）
　　　　 13時30分～15時30分
【ところ】①神照まちづくりセンター
　　　　　 （神照町）
　　　　 ②高月支所
【対　象】 認知症の人を介護しているご

家族、認知症に関心のある人
【講　師】認知症看護認定看護師
【参加費】無料
【申込み】事前に電話で下記まで。
問・申高齢福祉介護課（☎６５－７８４１）

◆無料体験講座「健康体操」
４つの動作（真向法）で足腰を柔軟にし、
生涯自立した生活を目指しましょう。
【と　き】10月27日（金）　
　　　　 13時30分～15時30分
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】 サークル「健康体操はつらつ

教室」　藤
ふじ

井
い

　伊
い

佐
さ

美
み

 氏
【定　員】20人（先着順）
【参加費】無料
【申込み】 10月20日（金）までに電話また

は直接下記まで。
問・申市民交流センター（☎６５－３３６６）

◆甲種防火管理（新規）講習会
【と　き】11月16日（木）、17日（金）
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【定　員】100人（先着順）
【受講料】5,000円
【申込み】 10月12日（木）～11月13日（月）

に受講料を添えて直接最寄の
消防署または分署まで。

問・申湖北地域消防本部予防課
　　　（☎６２－５１９４）

相　　談
◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお申し込みください。
【と　き】10月13日（金）
　　　　 13時30分～16時
【ところ】高月支所（高月町渡岸寺）
【申込み】 前日17時までに電話で下記ま

で。　※完全予約制
問・申湖北介護・福祉人材センター
　　　（☎６４－５１２５）

◆許認可手続き無料相談
相続手続き、遺言書作成、建設業許可
などの許認可申請手続き等全般を行い
ます。
【と　き】10月14日（土）　13時～16時
【ところ】長浜サンパレス（八幡中山町）
※申込不要

問滋賀県行政書士会事務局
　（☎０７７－５２５－０３６０）　
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不用品交換情報（９月14日現在）
◆ください（無料）
〇チャイルドシート〇洗濯機〇テレビ〇長机
〇ベビーカー〇冷凍庫〇電動丸のこ〇幼児用
すべり台〇幼児用いす○DVDプレーヤー○
卒業式スーツ（女子用・150cm）
◆あげます（無料）
○食器棚〇バウンサー〇幼児用自転車〇大豆
のさや吹き飛ばし機〇漬け物桶〇子ども用自
転車〇ダイヤルリンキングマシーン〇ケース
入り雛人形○ステレオ○植木鉢○マッサージ
チェア○蝿帳○ベビーベッド○下駄箱○ファ
ンヒーター○三輪車
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで決
定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

【長浜地域】 10月26日（木） 18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】 10月27日（金） 18時～20時
湯田まちづくりセンター（内保町）

【びわ地域】 10月20日（金） 19時30分～21時
びわまちづくりセンター（難波町）

【虎姫地域】 10月27日（金） 18時～20時
虎姫まちづくりセンター（田町）

【湖北地域】 10月19日（木） 18時～20時
湖北まちづくりセンター（湖北町速水）

【高月地域】 10月11日（水） 13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】 10月19日（木） 15時～17時
木之本まちづくりセンター（北部振興局内）

【余呉地域】 10月28日（土） 10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】 10月18日（水） 17時～19時
西浅井まちづくりセンター（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で
検索または右記ＱＲコードから。

※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。

※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

結婚相談

長浜米原休日急患診療所
10・11月の診療日のお知らせ
【診療日】　 10月１日、８日、９日、15日、

22日、29日
　　　 　 11月３日、５日、12日、19日、

23日、26日
【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。

※ 受診時は健康保険証・福祉医療券・お薬
手帳・母子健康手帳（乳幼児の場合）をお
忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

10月の税・料
固定資産税・都市計画税 ３期
国民健康保険料 ５期
介護保険料 ５期
後期高齢者保険料 ４期

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 10月21日（土） 12時～16時
　　　　 11月２日（木） 10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室（地福寺町）
【相談員】　 下

しも

地
じ

久
く

美
み

子
こ

さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）
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　「やると決めたことはとことんやりき
る」と力強く声を合わせるのは田中さん
夫妻。二人は夫婦揃って、座った状態で
行うバレーボール「シッティングバレー
ボール」の日本代表です。
　「競技開始時期が人それぞれでばらつ
きがある。そのためピークとなる年代が
定まっていない、可能性に溢れるスポー
ツです」と二人は語ります。
　浩二さんは実業団を経て地元のクラブ
チームでバレー選手として活躍中に、交
通事故で左足膝下の切断を余儀なくされ
ます。そんな時に、偶然リハビリ中にテ
レビでシッティングバレーを見て、その
後全国大会を観戦。しょうがい者も健常
者も分け隔てなく、懸命にプレーする姿
に「スポーツ」としての面白さを見出し

ます。その後３度のパラリンピックに出
場し、その経験を活かし仕事のかたわら
学校等で講演を行っています。
　一方、病気で左足にしょうがいがあっ
たゆかりさんは、４年前にゆかりさんが
教諭として働く小学校に浩二さんが講演
を行ったことがきっかけでシッティング
バレーに出会います。それまで競技の存
在を知りませんでしたが、自身もバレー
経験者、スポーツが好きだったこともあ
り、浩二さんのもとでシッティングバ
レーを始めることになりました。経験者
ならではのリズム感、そして浩二さんが
全日本で１番と認める「声」を武器に、
１年後には日本代表の座をつかみます。
　その後、競技面、生活面ともに支え合
う夫婦となった二人。ゆかりさんにとっ

て浩二さんは尊敬できる選手であり、
コーチのような存在。メンタル面を中心
に、厳しく指導を行います。「技術面は
自分で考えて実践しなければ身につかな
い。自分が伝えられることはメンタル面」
と浩二さんは語ります。
　日々仕事と練習に追われ、多忙な二人。
その二人を支えるのは地域や職場などの
周りの人々。「教え子の応援や、同僚の
配慮、地域の人たちの励ましが私たちの
原動力」と感謝します。
　今二人の瞳に映っているのは東京パラ
リンピック。浩二さんは「エースとして
チームを引っ張る」、ゆかりさんは「ス
タメンの座を勝ち取る」。夫婦揃って出
場という大きな目標に向かって、進み続
けます。

更なる高みをめざして

シッティングバレーボール
日本代表

 田
た

中
な か

　浩
こ う

二
じ

さん（余呉町国安）

 　　　ゆかりさん
撮影場所：長浜西中学校体育館

２歳おめでとう♪ひびちゃんの笑顔が大好

き♡上手な歌をこれからもたくさん聴かせ

てね♪元気に大きくなあれ！

いつもパパとママに笑顔と幸せをありがとう♡

これからも元気いっぱい、たくさん遊んで大きく

なろうね♪いっくん大好きだよ♡
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このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームペー
ジ、スマホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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平成29年９月１日現在 人口　119,468人　　男　58,461人　　女　61,007人　　世帯数　45,257世帯
平成29年８月中の異動 転入　237人　　転出　267人　　出生  80人　　死亡  104人　　婚姻 43件
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